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推 定 信 濃 国 府

矛 二次 調 査報 告 書

1984.3

松 本 市 教 育 委 員 会



序

昭和56年 度の惣社宮北遺跡の調査 に端 を発 した推定信濃国府発掘調査は、57年 度 よ り

国 ・県の補助事業 としてと りあげ られ、本年 はその第2次 調査 として行われた もので あ

ります。

本年度 は指導体制を整 え、木下、山中、桐原三先生か らご指導を受 け、発掘調査では

昨年度に引 き続 き農林水産省蚕糸試験場中部支場 のご好意 により惣社第三桑 園内の一部

を調査 させていただ き、分布調査では惣社 町会の ご協力 を得 て惣社地i籍内を くまな く調

査 させていただ きました。

調査の結果については本書に記 した とお りであ り、信濃国府の所在を示す もの との確

証は得 られ ませ んで したが、 これ ら資料が今後 の調査 に役立つ ものとなれば幸であ りま

す。

最後にご指導 ご協力をいただきました上記の方 々および、関係各位 に心か らの謝意を

表 して序 といた します。

昭和59年3月

松本市教育委員会

教 育 長 中 島 俊 彦



例 言

すいていしな の こく ふ

1.本 書は昭和58年10月24月 か ら11月9日 にかけて行われた、重要遺跡推定信=濃国府第2

次発掘調査報告書である。

2.本 調査は信濃国府確認緊急調査 として国庫 ・県費 の補助を受 けて行 った ものである。

3.本 発掘調査では農林水産省蚕糸試験場中部支場 の ご理解をいただき、昨年 に引 き続

き同省所有の惣社第3桑 園内を調査す ることがで きた。記 して謝意を表す る次第で

ある。

4.本 調査には木下良国学院大学教授、山中敏史奈良国立文化財研究所主任研究官、桐

原健長野県史刊行会編纂委員の三先生にご指導をいただいた。記 して謝意を表す る。

5.本 書の執筆は各調査員が分担 して行 ったが、部分的 には第1次 報告書の再掲部分 も

ある。 また内容については指導者 ・調査員で検討 し合 う時間が とれ なかったため、

執筆者 の判断によって記 した。なお文責は文末に記 した。

6.本 書の編集は事務局が行 ったが神沢が主体 とな り、滝沢智恵子 の助力 を得た。

7.遺 物 の整理は柴 田尚子、松原方子、上平道子氏が当 り、実測、 トレースは専 ら神沢

が行 ったが、伊那史彦氏の助力 も得た。他に原稿 ・表 ・図の整理 には倉科由加理 、

柴田尚子、吉田浩明氏の助力を得た。なお古瓦については横 田作重氏がi撮影、拓本

を担当 し、 トレースは三村竜一氏が行った。

8.遺 物の写真撮影は林宰男氏が行 った。

9.出 土遺物及び図類 は松本市教育委員会に保管 してある。
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第1図 発掘及び分布調査位置図
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第1章 発掘調査 に至 る経過

第1節 第1次 調査 の概要 と調査 に至 る経過

第1次 調査は信=濃国府推定地の一つで惣社(伊 和神社)西 側の農林水産省蚕糸試験場第三桑園内

を中心 とした発掘調査 と、発掘地点の東側および北側1kmあ まりの範囲を表面採集 した。その結果

は発掘調査では4軒 の平安時代の住居肚 と、土堰が5ヶ 、礫群 と溝などが検出されたが出土遺物は

土師器、須恵器 の圷、甕、四耳壺などで、 これが国府に関わ るものかどうかの判断 となる資料は得

られなかった。一方表面採集では東地区の里山辺では広範囲にわた って土師器、須恵器が主 として

採集され、また北地区の本郷大村でも土師器、須恵器が多数表採 された。国府が松本にあった時代

は平安 ・鎌倉時代 とい うので、 これら遺物は同時期にあ りその点何 らかの繋が りを感 じさせ、今後

の調査に資料を提供 した。

第1次 調査の折にも他県の国府調査の例もあって、少なくても5年 計画ぐらいの長期にわたって

の調査を覚悟 しなければ到底解明できるものではないとの話があ り、本年はその第2次 調査として

国の補助事業にとりあげていただいた。総事業費は200万 円で うち補助率は国が50%、 県が15%、 残

り35%が 市負担である。

本年度の調査 も第1次 調査 と同じく農林水産省蚕糸試験場中部支場第3桑 園内を発掘調査 させて

いただ くべ く10月11日(火)に 同支場へお願いに行 く。その結果、現在桑の移植のため空いている

北西側畑を発掘調査 してもよい旨の快諾を得る。

本年度は調査体制の充実という点で、特に指導者 として後述の三先生にご指導をいただ くべ くお

願いした。また調査は発掘調査 と表面採集の二本立てで行 うこととし、特に表面採集は惣社地区内

を くまなく調査することとした。

各種届出、通知は昭和59年2月 末 日までは下記のとお りである。

58年1月8日 昭和58年 度文化財関係補助事業計画書提出

4月13日 昭和58年 度文化財関係国庫補助事業の内定通知

5月31日 同補助金交付申請書提出
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9月3日 昭和58年 度文化財保護事業県費補助金の内示

9月20日 同補助金交付申請書提出

10,月12日 推定信濃国府跡発掘調査についての通知を提:出

11月11日 埋:蔵文化財収得届 ・同保管証提出

12月1日 文化財関係国庫補助金の額の確定通知

12月19日 埋:蔵物の文化財認定について通知

59年1,月26日 文化財関係補助事業にかかわる状況報告について提出

第2節 調 査 体 制

指導者

調査団長

調査担当

調査員

事務局

協力者

木下 良

山中 敏史

桐原 健

中島 俊彦

神沢昌二郎

山田 瑞穂

西沢 寿晃

三村 肇

山越 正義

横田 作重

降旗 俊行

森 義直

田堂 明

神沢昌二郎

百瀬 清

熊谷 康治

直井 雅尚

高桑 俊雄

国学院大学教授

奈良国立文化財研究所主任研究官

県教育委員会専門主事(県 史刊行会)

教育長

社会教育課文化係長、日本考古学協会員

三郷小学校教諭 〃

信大医学部職員 〃

会社員 長野県考古学会員

生坂中学校教諭 〃

会社員"

松本保険事務所職員 〃

大町高校教諭

社会教育課長

〃 文化係長

〃 〃 主事

//////

〃 〃 事 務 員

〃 〃 嘱託

惣社1丁 目町会長

惣社2丁 目町会長

惣社3丁 目町会長

惣社公民館長

田中長治

笹平精一

西村清治

原 義男
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前田良平、:丸山とりみ、中村 リユ江、神田林虎衛、神田林 とめ、堀江摂子、市川悦

子、松原方子、橋詰阿さ子、上平道子、渡会利子、清水真理、早川鈴子、三村竜一、

山田真一、三村泉

あがた考古会 ・瀬川長広、大出六郎、三沢元太郎、柴田尚子

なお整理作業は進行中であるので1月 以降の協力者の名前を省略 した。

第3節 調 査 日 誌

58.10.21(金)調 査 打 合 会 議 、 あ が た の森 に て

出 席 者 森 、 三 村 西 沢 、 横 田 、 山 田、 熊 谷 、 神 沢 、 直 井

10.24(月)晴 バ ック ホ ー に よ る表 土 は ぎ 、午 後 、 資 材 運 搬 、 テ ン ト設 営

参 加 者 三 村 、 横 田 、 瀬 川 、 熊 谷

10.25(火)晴 検 出 作 業 開 始 住 居 趾 、 溝 等 検 出 テ レ ビ松 本 、 朝 日新 聞 よ り取 材

参 加 者 前 田 、 丸 山 、 中 村 、 清 水 、 神 田 林(ト)、 神 田 林(と)、 瀬 川 、堀 江 、 市 川 、 松 原 、 三

沢 、 橋 詰 、上 平 、 渡 会

10.26(水)晴 の ち曇 り風 強 し1住 掘 下 げA～Eグ リ ッ トを 設 定 し掘 下 げ 、Cグ リ ッ ト中

心 に 方 形 の落 込 み あ り。 市 民 タ イ ム ズ 、 中 日新 聞 よ り取 材

参 加 者 三 村 、 横 田 、 前 田 、 丸 山 、 中 村 、 清 水 、 神 田 林(ト)、 堀 江 、 瀬 川 、市 川 、 松 原 、橋

詰 、 三 沢 、 上 平 、 渡 会

10.27(木)曇 り 溝 の 南 側 検 出作 業 径15～60cm大 の ピ ッ ト17ヶ 検 出 、1住 掘 下 げ継 続C、

Dグ リ ッ ト内 の 方 形 の 落 ち込 み 確 認

参 加 者 前 田 、:丸山、 清 水 、 神 田林(ト)、 市 川 、 松 原 、 三 沢 、 橋 詰 、 瀬 川 、 上 平 、 中 村

10.28(金)晴1住 ベ ル トを 残 して掘 り上 げ る。 南 側 礫 群 あ らい 出 し。2住 掘 り下 げ 開 始 。

溝1、3の 掘 り下 げ 開 始 、 遣 方 測 量 の 基 準 ク ギ設 定

参 加 者 前 田 、 中 村 、 上 平 、 渡 会 、 大 出、 神 田 林(ト)、 神 田 林(と)、 清 水 、 三 沢 、 市 川 、

松 原 、橋 詰 、 瀬 川 、三 村(り)

10.29(土)晴1住 と2住 の 周 辺 検 出。2住 内 の 礫iと2住 西 側 に 続 く礫i洗い 出 し。 溝1、3

掘 り下 げ 継 続 。 溝2、4掘 り下 げ 開 始 南 側 礫 群 の実 測

参 加 者 中 村 、 神 田 林(ト)、 神 田 林(と)、 渡 会 、 瀬 川 、 市 川 、松 原 、 橋 詰 、上 平 、 清 水 、 三

沢 、大 出 、 三 村(り)

10.30(日)晴 南側 礫 群 の南3ヶ 所 を 掘 り石 の列 び 確 認 、 実 測 も継 続 、1住 、2住 周 辺 の小

礫 洗 い 出 し、1住 精 査 、礫 の 確 認 、 落 ち込 み半 割 、 溝 掘 り下 げ継 続 。
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参 加 者 三 村 、 横 田、 丸 山 、 中 村 、 神 田 林(と)、 市 川 、 松 原 、 橋 詰 、 清 水 、 瀬 川 、 三 沢 、 大

出 、 三 村(り)、 上 平

10.31(月)晴 南 側 礫 群 の3ヶ 所 の グ リ ッ トの実 測 。 ピ ッ ト掘 り。 他 に1住 礫i掘 り出 し。2

住 内 サ ブ トレ ソ チ掘 る。

参 加 者 丸 山 、 中 村 、 神 田 林(ト)、 神 田 林(と)、 堀 江 、 市 川 、松 原 、 橋 詰 、 渡 会 、 瀬 川 、 清

水 、 三 沢 、 大 出 、 三 村(り)、 山 田 、 上 平

11.1(火)晴 上 下 の 山 を 削 り溝 の 続 きを 確 認 。 南 東 隅 の 溝 掘 り下 げ 、 溝 の実 測 。1住 ベ ル

トセ ク シ ョ ン実 測 。1住 ベ ル ト外 し。

参 加 者 清 水 、 瀬 川 、 大 出 、 三 村(り)

11.2(水)晴 溝 内 の礫 実 測 完 了 。1住 内 ピ ッ ト半 割 しセ ク シ ョン実 測 。2住 ベ ル トセ ク シ ョ

ン実 測 。2住 内礫 た ち切 り、地 区 内 北 半 分 実 測 。

参 加 者 清 水 、 三 沢 、瀬 川 、 大 出 、三 村(り)、 山 田

11.3(木)晴 溝 の ベ ル トセ ク シ ョン実 測 。 地 区 内 北 半 分 実 測 継 続 。 レベ ル 読 み 。1住 内 ピ ッ

ト掘 り上 げ 。2住 ベ ル ト外 し精 査

参 加 者 三 村 、 森 、 三 村(り)、 清 水 、 瀬 川 、 山 田

11.4(金)曇2住 精 査 、 溝 の ベ ル ト外 し、1住 写 真 撮:影、 溝 内 、1住 、 ピ ッ ト1の 遺 物 取

り上 げ 、午 後 桐 原 、木 下 、山 中 諸 先 生 現 地 視 察 、夕 方5:30よ り本 庁 東 会 議 室 に て 三 先 生 を 囲

ん で検 討 会 を 行 う。

参 加 者 三 村 、森 、 横 田、 三 沢 、 瀬 川 、大 出

11.5(土)曇 写 真 撮 影 、溝 、1住 、2住 、 南 礫 群 、 ピ ッ ト群 、 全 体 撮 影 、 溝i内の礫 を 取 り

除 き掘 り上 げ 、 溝 の続 きを 確 認 、 全 体 清 掃 。 山 中 先 生 、 森 、 神 沢 、 熊 谷 で 遺 跡 周 辺 調 査

参 加 者 森 、 三 沢 、 瀬 川

11.7(月)曇 の ち 晴 南 側 の溝 と礫 群 を切 って み る。 礫 の埋 め戻 し、1住 、2住 の セ ク シ ョ

ン及 び ピ ッ ト実 測 。 他 方 遺 物 整 理 を あ が た の 森 で 開 始

参 加 者 横 田、 大 出 、柴 田

11.8(火)晴 溝 の東 側 確i認作 業 。 セ ク シ ョン実 測 。10時 よ り重 機 にて 埋 め戻 し作 業 。1住 、

2住 、 ピ ッ ト群 写 真 撮 影 。 市 民 タ イ ム ズ取 材

11.9(水)曇 手 作 業 に よ る埋 め戻 し。 資 材 撤:収 し、 島 立 へ 運 搬 、 土 器 整 理 行 う

参 加 者 大 出 、 三 沢 、 瀬 川 、 柴 田

11.10(木)曇 の ち小 雨 土 器 洗 い

参 加 者 柴 田

11.11(金)晴 土 器 洗 い
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参 加 者 柴 田

11.12(土)曇 の ち雨 土 器 洗 い

参 加 者 柴 田

11.18(金)小 雨 の ち晴 分 布 調 査 、 惣 社 南 側 を 中 心 に まわ る。 昼 食 は 惣 社 公 民館 を借 りる。

参 加 者 三 村 、 西 沢 、 横 田 、 瀬 川 、大 出、 三 沢 、 前 田

11.27(日)快 晴 分 布 調 査 、 惣 社 周 辺 の表 面 採 集 及 び 聞 き取 り調 査 、 午 後 は湯 川 左 岸 を 調 査

参 加 者 西 沢 、三 村 、 瀬 川 、 大 出 、三 沢 、 横 田 、 早 川

11.29(火)快 晴 分 布 調 査 、 惣 社 地 区 北 側 周 辺 表 面 採 集 及 び 聞 き取 り調 査

参 加 者 西 沢 、三 村 、 横 田 、 瀬 川 、 三 沢 、 大 出 、 早 川 、 前 田

12.4(日)晴 分 布 調 査 、惣 社 地 区 西 及 び西 南 部 表 面 採 集 及 び 聞 き取 り調 査

参 加 者 西 沢 、三 村 肇 、 三 沢 、 横 田、 瀬 川 、 大 出 、 前 田、 早 川 、 三 村 いず み

12.6(火)晴 分 布 調 査 、惣 社 周 辺 の 総 括 と聞 き取 り調 査

参 加 者 三 村 、 前 田 、 神 田林 、 瀬 川 、 大 出 、 三 沢

12.30(金)晴 遺 物 一 覧 表 づ く り

59.1.3(火)晴 の ち 曇 土 器 実 測

1.9(月)晴 古 瓦 調 査 、 土 器 実 測 、 土 器 註 記

1.10(火)晴 土 器 実 測 、 土 器 註 記

1.11(水)雪 土 器 実 測 、 土 器 註 記

1.15(日)曇 土器 実 測 、 古 瓦 調 査

1.16(月)晴 時 々曇 土 器 実 測

1.17(火)晴 石 器 実 測 、 土 器 註 記

1.18(水)晴 石 器 実 測

1.19(木)雪 土 器 ・石 器 トレ ー ス

1.21(土)晴 の ち曇 土 器 ・石 器 トレー ス

1.22(日)雪 古 瓦 調 査

1.23(月)晴 一 時 曇 土 器 ・石 器 トレー ス

1.24(火)晴 古 瓦 調 査 、 土 器 ・石 器 トレー ス

1.25(水)晴 図 プ レ ー トは り、一 覧 表 づ く り

1.26(木)雪 図 プ レ ー トは り、一 覧表 づ く り

1.27(金)晴 時 々曇 一 覧 表 づ く り、 図 プ レー トは り

1.28(土)雪 図 プ レ ー トは り

1.31(火)大 雪 土 器 実 測
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2.1(水)晴 土 器 実 測

2.2(木)晴 の ち曇 石 器 実 測

2.3(金)雪 石 器 実 測 トレ ー ス 表 づ く り

2.4(土)晴 地 図 トレ ース 表 づ く り

2.5(日)曇 図 プ レー トは り 表 づ く り 古 瓦 調 査

2.6(月)雪 図 プ レー トは り 遺 構 ト レー ス

2.7(火)雪 遺 構 トレー ス 表 づ く り

2.8(水)雪 の ち 曇 表 づ く り

2.9(木)雪 の ち 曇 表 づ く り

2.10(金)雪 の ち 晴 遺 構 図 整 理 ス ク リー ン ト.___ンは り

2.11(土)晴 分布 調 査 図 ス ク リー ン トー ンは り 同一 覧 表 づ く り

2.12(日)晴 の ち曇 分 布 調 査 整 理

2.13(月)曇 時 々雪 表 清 書 分 布 図 ス ク リー ン トー ンは り

2.14(火)晴 表 清 書 遺 物 写 真 撮 影

2。15(水)晴 一 時 曇 表 づ く り 清 書

2.16(木)晴 図整 理

2.17(金)雪 図整 理

2.20(日)晴 表 整 理

2.21(月)曇 の ち晴 表 整 理

2.26(日)雪 原 稿 作 成

2.27(月)曇 原 稿 作 成

2.28(火)晴 原 稿 作 成

2.29(水)晴 原 稿 作 成 図 版 作 成 割 りつ け 作 業

以 下 印 刷 所 渡 し

(事 務 局)
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第2章 遺跡 の環境

第1節 遺跡の自然環境

地形地質について

本遺跡は、松本市市街地の東端惣社地籍:にあ り、松本市東部を形成 した薄川による扇状地 と、女

鳥羽川による扇状地 との境界付近 にある。

薄川は三峯山の西側を源流 とし鉢伏山の東北を通 り、美 ヶ原付近の水を集め入山辺地区から西流

し旧松本市南端を流れて田川 と合流している。薄川の特徴は下流で堆積物が異常に厚い ことであ り

松本市一帯の地盤沈下な ど構造上の問題にも関係すると考えられている。堆積物は流域 の岩石であ

る緑色変質火山岩、石英閃緑岩、安山岩、扮岩などの礫を主体 としている。

女鳥羽川は三才山付近に源を発 して西流 し、本郷の稲倉で南流に転 じて松本市街地の北か ら流入

する河川で、松本市 白板付近にて田川と合流す る。堆積物は上流で新生界第三系の内村層 とそれに

貫入した紛岩を浸食 して流下するため、砂岩、扮岩などの礫が多い。

薄川、女鳥羽川両河川により形成 された扇状地について

薄川によ り形成された扇状地は、扇頂を入山辺地区南方付近 とし、南は和泉川付近、北は清水付

近の湯川を境 として女鳥羽川の扇状地に接し、西は旧松本市の市街地に達 している。本遺跡は湯川

の南西200m付 近にあ り、薄川扇状地の最北端に位置 している。

女鳥羽川により形成 された扇状地は、本郷の稲倉付近を扇頂 とし、本郷や岡田に広い扇状地をつ

くり、湯川を境 として薄川の扇状地に接 し松本市の北部を形成している。

なお本節は第1次 調査報告 と変化がないので再掲 した。(森 義直)

第2節 周 辺 遺 跡

この項についても前年調査報告書を出しているが、僅かに新知見が増}た のみで変 りがな:いので

第1次 の報告書の部分を再掲する。

縄文時代、山麓から平地までその遺跡の範囲は広い。薄川上流の右岸段丘上に、中 ・後 期のおり

ど、おやしき遺跡があ り、順次下 って、上金井、矢崎、古宮(中 期)、 堀之内、針塚(前 期)、 堂前

遺跡(中 期)が あ り、薄川左岸では厩所、橋倉、林山越遺跡があり、特に林山越遺跡か らは石棒2

本が出土 している。下って四谷遺跡からは中期後半に属する完形土器が、埋橋遺跡では凹石と石棒
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が出土している。本郷地区に入ると雪中遺跡か ら曾利III式併行の深鉢カミ水田の中よ り、からし畑遺

跡でも曾利III式併行の深鉢 と後晩期土器の出土をみている。また県営野球場西の柳田遺跡からは中

期 と晩期の遺構、遺物の検出があ り、女鳥羽川底の女鳥羽川遺跡で晩期の遺物が出土 している。

弥生時代 弥生時代の期間が400～500年 の短期間のためもあってか、遺跡数は少ない。薄川右岸

の古宮遺跡の僅か東に鎌 田遺跡(後 期)が あ り、やや下 って段丘南辺に針塚遺跡があ る。 ここから

は条痕文の壺が既出しているが、57年3月 の調査で再葬墓 とわか り、その埋納 された壺の中には遠

賀川系と思われるものが含まれている。下 ってあがた遺跡か らは中期後半以降の百瀬式の甕や石器

製造趾 と思える遺構などが検出されている。平地に入って元町七本松周辺の元屋敷遺跡か らも、中

期後半か ら後期にかけての出土がある。また、今回調査範囲内の宮北遺跡か らも後期 の壺が検出さ

れている。薄川左岸では松本工業高校遺跡、筑摩遺跡からも破片の出土をみている。

古墳時代 山辺地区には山麓 と平地にかけて18基 の古墳があ り、本郷地区で も24基がある。山辺

地区の古墳の中には6基 の積石塚古墳があ り、本郷地区には9基 の積石塚古墳がある(1)。

奈良 ・平安時代 この時期になると遺跡数が増え、平地では現在の集落とほとんど重なってお り

又縄文時代の遺跡 と重なるものも多い。薄川右岸上流か らみると、おりど、おやしき、上金井、矢

崎、鎌田、古宮、堀之内、兎川寺、新井、荒町、下原、左岸では厩所、橋倉遺跡があ り、更に西に

下ると松本工業高校、富士電機工場、神田、筑摩遺跡等があ り、薄川右岸に戻 るとあがた、松商学

園、県 ヶ丘高校、西小松、蚕糸公園遺跡など全面に広がっている。いずれも土師器、灰粕陶器等が

出土している。特にあがた遺跡では緑粕段皿が既出してお り、54年 の発掘調査では前記弥生時代の

竪穴住居吐のほか、平安の住居肚が1軒 検出され、その床面からは金メッキされた銀子が出土 して

いる(2)。松商学園か らは八稜鏡が出土 している(3)。

昨年の第1次 調査の表面採集 の結果、里山辺新井、下原遺跡の範囲が適確 とな り、またその中心

部分が下原遺跡では山辺中学校南側の住宅地、新井遺跡は里山辺消防署南東300mあ まりの地点であ

る(4)。(神 沢 昌二郎)

参考文献(1)(3)「長野県史考古史料編遺跡地名表」長野県教委 昭和57年

(2)「 あがた遺跡」 松本市教委 昭和56年3月

(4)「 推定信濃:国府」第1次 松本市教委1983.3
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◎ 発掘地点

1.お りど ・おや しき遺跡

2.上 金井 遺跡

3.鎌 田 遺跡

4.矢 崎 遺跡

5.堀 の 内 遺跡

6.兎 川寺 遺跡

7.針 塚 遺跡

8.荒 町 遺 跡

9.下 原 遺跡

10.新 井 遺跡

口.惣 社北 遺跡

12.横 田 遺跡

13.大 村 遺跡群

14.元 屋敷 遺跡

15.女 鳥羽 川 遺跡

16.清 水遺跡

17.西 小松 遺跡

18.県 ケ丘 高校 遺跡

19.蚕 糸 公園 遺跡

20.松 商 学園 遺跡

21.松 本 工業高校 遺 跡

22.富 士 電機 遺 跡

23.神 田 遺 跡

24.筑 摩 東遺 跡

25.三 才遺 跡

26.筑 摩 遺 跡

第2図 周 辺 遺 跡
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第3章 発 掘 調 査

第1節 調査の概要

今回の発掘調査は第3図 のごとく、57年 度調査箇所の約50m北 側の僅かに東寄 りに位置 し、東西

20m、 南北約40mの 桑園を調査 したが、遺:構としては平安時代後半の竪穴住居」止2軒 と、完掘はで

きなかったが、巾1.5mあ まりのコの字状に曲る溝および小ピット20本である。その他、南側部分で

は前年度調査で検出されたと同様の一一面に礫の続 く部分が検出された。 これら遺構は全面的に浅 く

地表下30～40cmあ まりで、耕作により壁面などは既に削平 されていた。

出土遺物 も少量であ り別表で示す ように350片 あま りしかな く、総重量で も、2.7kgで しかない。

主なものは第1号 住居肚の床面より出土した完形の土師器圷一点程度で、他には特記する程のもの

がない。

第3図 発掘調査区(蚕 糸試験場第3桑 園)
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第4図 遺構全体図
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第2節 遺構と遺物

1住 居 肚

(ユ)第1号 住 居 肚(第5図 ・第8図)

発 掘 調 査 区 の ほ ぼ 中 央 で検 出 され 、 そ の 北 側2m余 りに第2号 住 居 肚 が検 出 さ れ て い る。 プ ラ ン

は ほ ぼ 正 方 形 で あ る が 菱 形 に 変 形 し て い る。 大 き さ は 東 西4.3m× 南 北4.4mで 、 主 軸 は ほ ぼN

-78.一Eを 指 す
。壁 は 北 側 が撹 乱 に よ り不 確 定 で あ る。 地 形 がや や 西 に傾 くた め に、壁 高 は西 側 が

5cm、 東 側 は10cmあ ま り しか残 って お らず 、 傾 斜 も僅 か で あ る。 床 面 は は っ き りし て お り、 ほ とん

ど水 平 で あ る。 しか し北 側 に は 東 西 に パ イ プが 配 管 され て お り掩 乱 の た め 不 明 で あ る。 柱 穴 と思 わ

れ る もの はP2(22×26、 一34cm)P3(30×36、 一40cm)P4(22×23、 一27cm)P7(31×31、 一34cm)の

4本 で あ り、 そ の土 層 は 図 示 した ご と く、灰 褐 色 土 と暗 褐 色 土 の変 化 の 少 な い もの で あ る。 カ マ ド

は 検 出 さ れ な か っ た が 西 寄 りのP7に 接 し て、東 西70× 南 北50cmあ ま りの焼 土 の範 囲 が あ り、 耕 作 に

よ る掩 乱 で 確 認 は で きな か っ た が 、 焼 土 の 西 側 住 居 肚 外 に も焼 土 が 飛 ん で い た の で煙 道 が 西 に 続 い

て い た の か も知 れ な い 。 またP1(84×90、 一27cm)に は最 大20cmか ら拳 大 の礫 が 入 って お り焼 土 が 混

入 し て い た 。

遺 物 は床 面 で 土 師 器 、 灰 粕 陶 器 、 中 世 陶 器 片 な ど小 破 片 が あ った にす ぎず 、 時 期 の特 定 の 決 め手

に な る も の も少 な い が 、 土 師 器 片 な ど よ り平 安 時 代 末 期 に位 置 す る も の とみ た い 。

(2)第2号 住居趾(第6図)

発掘地点のやや北寄 りにあ り第1号 住居肚 と並んでいる。主軸はN-79LEで プランは方形で大

きさは東西5.6× 南北5.8mで あるが、住居肚の西側半分は自然堆積による礫層があらわれてはっき

りしにくい部分もある。残存する壁高は5cmあ まりで、壁の傾斜は不明である。床面は東半分がはっ

きりしてお り、堅いが、東壁に接する部分でも粗い小礫層があ り、起伏する礫層の上部 に住居趾が

つくられた ものと思われる。西側の礫層をたち切ったが、礫は15cm大 のものもあ り深 く続いている

ようであ る。その範囲は第2号 住居趾の西側一帯に広がっている。柱穴はP1(32×28、 一16cm)

P2(32×28、 一12cm)P4(36×32、 一11cm)を みたいが、西側については不明である。カマ ドははっ

きりしないが東北隅のP3(80×48、 一9cm)上 部 には焼土の範囲が東西に長 く広が り、壁外の東側に

も径約30cmの 焼土部分があったのでこれが煙出ではないか と思われる。

遺物は土師器破片、灰粕陶器、鉄製品などであるが、住居肚外東側からは石鍛1点 も検出されて

いる。出土量は総 じて少ない。本吐の時期については土師器片などからして、平安時代末期 とみた

い。
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第5図 第1与 住居吐
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第6図 第2号 住 居 吐
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2溝 状遺構(第7図)

発掘調査区南寄 りに東西に巾1.5mあ まりの溝状遺構があらわれ、その範囲を追求 した ところ、溝

状遺構は西側でほぼ直角に折れ曲り、南走して更に東へ"コ"の 字状に続いていることが判明した。

西側は排土、東側は農地のため完掘はできなかったが、そめ規模は北側が東西12m、 西側 も12mあ

ま り、南側は東端の確認ができないが、検出部分までは12mあ まりである。南側の溝については礫

群の中のわずかな土色の差異をもって判別したが、他は農道にかかるため部分的にしか掘れなかっ

た。溝状の主軸はW-4LNで 、溝内には最大40cm、 最小10cm大 の礫があたかも投げ こまれたよう

に無作為に入 っており、その中でも割れた角のある石が 目立 った。礫は溝の底にはついていず溝廃

絶後ある程度の時間差があってか ら、溝が埋め られた と思われる。礫の取 り上げ後の形は底の平ら

なU字 形の溝で、東端が高 く西へは30cmあ まりの勾配がついている。深さは検出面よ り約50cmで あ

る。溝の東端は溝底を掘 りくぼめて石を捨てた状態に受けとれる。溝の下部は約10cmの 厚 さに黄褐

色土に砂利混 りの層があ り、その下は小礫混 りの砂利層 となっている。

溝内の出土遺物は土師器の小破片が多 く、他に灰粕陶器、中世陶器、 ブイゴの口な どが出てお り

その出土層は下部の黒褐色土層が最下層で、多 くは礫 と共に出土 している。注目することは第8図

24に示 した緑粕陶器の小破片の出土 したことである。

しか しこの溝が果 して何なのか、何故"コ"の 字状になっているのか、また時;期的には何時作 ら

れたものかはっきりしない。西側の勾配の一番低い位置に更に溝が続いていれぽ水はけのため とも

言}る が、これも推測の段階を出ない。又、溝内の遺物 についてみると、時期的に一番新 しいもの

は泥メンコで江戸時代。一番古いものは緑粕陶器で下 っても平安時代 と時期差が大 きく、一番遺物

の多い土師器の時期を溝の廃絶した時期 とみて、平安末期 として考 えたい。
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第7図 溝状遺構
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第8図 第1・2号 住居祉出土遺物
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第9図 溝状遺構出土遺物
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第10図2号 住礫群 ・検出面出土遺物
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第11図 検出面出土遺物

3礫 群(第7図)

今回発掘地点の'南側部分にW-30.一Nの 線で最大60×30cm、 平均的には10～20cm大 の礫がほとん

ど平 らに広が ってお り、その状態は57年 度発掘調査で検出された礫群 と類似 している。ただ これも

北側の端部をみているのみで、全貌を うかが うことはできないが、南側の3ヶ 所の トレソチではい

ずれ も礫が続いてお り、 この範囲が広いことを推測 させる。 しかし東部 トレソチでは礫がまばらに

なってお り、 このあた りの線が東側の限界か とも思われる。

この礫群 が人為的なものか自然のものかについてははっきりしないが、大礫一箇だけについては

少しばか りの洪水では動きそ うもないので人為的に置かれたものではないかと思われる。 この礫の

下には僅かにシル ト層があ り、その下は砂利層 となる。他の礫群の下も礫混 りの砂利層があ り、 こ

れが所々に地表面に顔を出しているものと思われる。

伴出遺物は礫群に関わるものではなく、その覆土および検出面より灰粕陶器、中 ・近世陶器な ど

少量が検出されているが、 これらは、本発掘地点における全般的傾向である。

4ピ ッ ト群(第7図)

溝 状 遺 構 に 囲 ま れ た 中 に ピ ッ トが19本 あ り、 い ず れ も10cmに も満 た な い深 さで あ り、 大 は 径60cm、

小 は径12cmで 差 が大 き く、 この ピ ッ トが どの よ うな:遺構 に伴 うの か 、 ま た ピ ッ ト独 自で 何 の 遺 構 を

示 す の か わ か らな い。

第2号 住 居 趾 の北 側 に も4本 の ピ ッ トが 検 出 さ れ た が 、 こ の方 は30cm近 くの深 さを 保 っ て い るが

4本 の配 列 に規 則 性 が な く、強 い て 言 うな らば 西 の1本 を除 い て3本 の ピ ッ トはW-40LNの 線 で

一 線 に な るが
、 そ の 間 隔 は4.2m、3.7mと 不 揃 で あ り結 局 の と ころ何 の 為 の ピ ッ トか 不 明 で あ る。

(神 沢 昌二 郎)
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第4章 分 布 調 査

概要

昭和57年 度の分布調査は発掘地点の惣社第3桑 園の東側、1kmあ まりの里山辺地区 と、北側2km

あま りの大村地区を中心に行ったが、本年は惣社地区内に表面採集の行える地点は落ちな く調査を

行 うこととして、地元の町会長に依頼 して全世帯に調査の主旨ど協力依頼のチラシを配布 し、公図

をもとに10名 あまりで延4日 間調査を行 った。調査の仕方は表面採集と聴き取 り調査で、採集遺物

は一筆 ごとに記録にとどめた。

また57年 度に行った大村地区においても、今回の調査とは別に地元横田作重氏が平常調査 された

採集結果をも加 えた。また、布 目瓦の分布についても既報告資料をも含めて調査を行 った。

第1節 惣 社 地 区(第!2図.第2表)

79ヶ 所にまとめて調査を行った。宅地 ・水田等については調査が しにくく、勢い畑地中心 となっ

たが、惣社地区内の大凡は把握できた とい}よ う。ただ採集遺物のうち近世以降 と思われるものは

つ とめて割愛 した。それは国府所在時期が平安 ・鎌倉時代であるので、古代 ・中世に主力をおいた

ためである。

これでみると全域にわたって量の多少はあれ中近世の遺物があ り、土師器、須恵器、灰粕陶器は

今回発掘調査をしている惣社(伊 和神社)西 側が圧倒的に多 く採集されている。それ と共に湯川 と

藤井沢合流点西側ブ ドー畑でも予期以上の破片が採集された。前者は西側に低湿地を持つ微高地で

あ り、後者は湯川脇でありながら島状に高い地点で、それはNo.57、58も同様であ り、湯川の氾濫を

避け得たものと思われる。

これに対して湯川をはさんでNo.52～56の両岸は少量しか採集 されない、湯川の左岸(No.53)で の

調 査 で は 吉 田保 明 氏(80才 ・ 横 田 八反 田41)よ り:聴取 った が ・58年9月 斧 日に は 大 雨 に よ りNo.70か

ら53あ た りに か け て 一 面 に水 が つ い た と い う。 自宅 に は 掘 井 戸 が あ り三 間 半 程 掘 っ て あ る とい うが 、

現 在 水位 は5.2mで あ った(11月3日)。 な お この井 戸 は 薄 川 系 の水 で 良 質 で あ るが 、 湯 川 右 岸 で は

女 鳥 羽 川 水 系 で 渋 水 で あ る との こ とで あ った 。 湯 川 右 岸 のNo.54～56一 一帯 は ブ ドー畑 、 市 民 農 園 、 宅

地 とな って い る が東 寄 りに は新 し く住 宅 が 建 て られ て お り、 西 村 真 一 氏 宅 工 事 現場 の 掘 削 断 面 で は

0～30cm埋 土 、30～48cm耕 作 土 、48～55cm溶 脱 層 、赤 褐 色 砂 礫 土 層 、55～80cm砂 利 層 とシ ル ト状 砂
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層(茶 褐色)80～130cm、 シル ト層 となってお り、過去において生活面があった ことを伺わせる何物

もない。 このあた りは小字では"下 の丁"と 言われているが、地形的にみれば湯川に より浸水 しや

すい場所であったと思われる。これ と同様 に遺物の採集されなかったNo.15～22周 辺の果樹園、水田

でも、特にNo.61の対岸あた りでは今回湯川の増水により溢水 している。No.79の道路では下水工事中

の掘削箇所があ り、 ここでは地表下1mの 茶褐色土層より土師器の小片を採集している。

これら標高601～608mラ インに対 して、610m前 後のライソでは集落 とその東側に遺物が出土 して

お り、伊和神社東側 の南北に走る道路の両脇に当るとい うことからすると、この道 と遺物 の分布と

の関わ りがあるのではないだろ うか。

第2節 大 村 地 区(第13図.第2表)

大村地区は57年度 と全 く同じ場 所である。採集に歩 く度に遺物が拾}る とい うことは、それだけ

本地区の遺跡が濃密であることを示すものである。まずNo.1で あるが縄文土器片 と須恵器片が採集

されている。 この周辺からは縄文中 ・後 ・晩期の遺物が出土 しており、松本平でも数少ない貴重な

遺跡 といえる。No.2も 須恵器片が多量に採集 されているところであるが、今回も須恵器片を中心に

土師器、中近世陶器を採集 している。No.3、No.4は 旧国鉄バス車庫東側で図では一つに続 くもので

あるが、表採では地番によって分けて採集 しているので表では二つに分けた。Nα5は 本郷高校東側

の水田を中心 とした地域であるが、土師、須恵器片 と共に中近世陶磁器 もあった。昨年度調査 と合

せてみると平安期が中心 と思われる。No.6は 本郷高校の南側畑であるが、昨年度と同様に須恵器片

が多い。

(神沢 昌二郎)
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第12図 分布調査(惣 社地区プ
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第13図 分布調査(大 村地区)
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第14図 分布調査採集遺物(1)
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第15図 分布調査採集遺物(2)
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第16図 分布調査採集遺物(3)
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第17図 分布調査採集遺物(4)
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第18図 分布調査採集遺物(5)
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第19図 分布調査採集遺物(6)
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第20図 分布調査採集遺物(7)
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第21図 分布調査採集遺物(8)
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第22図 分欄 査採輪 物(9)
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第23図 ・ 分 布 調 査 採 集 遺 物(1①
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第24図 分布調査採集遺物(11)
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第3節 古瓦の分布調査

1は じめに

小県郡 より筑摩郡への信濃国府移転の時期について、文献史 ・地名学上から不確実ではあるとし

ながら、一応延暦9年(790)前 後 とした第1次 推定国府調査団長倉科明正氏の推定に基づき、信濃:

国府の位置を推理す る一つの方法として、古瓦の分布調査を行 う事 としたが、奈良時代後期から平

安時代前期にかけては、瓦葺 き屋根構造に衰退の兆 しが見え始める時期で、信=濃国府が瓦葺 き屋根

であったかどうか、移転の時期が下れば下 る程瓦葺 き屋根の可能性は少なくなる。

このような見地に立 って先ず最初に古建築 と古瓦 との関連を時代的な背景を加えつつ記述 したい。

奈良時代か ら鎌倉時代の日本建築の屋根構造は、中国大陸や朝鮮半島から絶間な く流入する新様

式を巧みに同化させなが ら変遷を続けていた。特に朝鮮半島の百済 ・高句麗 ・新羅の影響力は強 く
マ ナ フ ネ ヤ ンギ フ ン リヤンギフン キ マ テ ヤ

538年4人 の瓦博士 麻奈父好、陽貴文、陵貴文、昔麻帝弥が来 日すると蘇我馬子は日本最:初の寺院

飛鳥寺(中 国名法興寺)を 建立 し屋根は瓦葺 きとした。続いて聖徳太子は難波に四天王寺を建:立し、

更に斑鳩寺(法 隆寺)を 創建 し、金堂に軒丸瓦に加えて、軒平瓦にも文様瓦、忍冬唐草文を初めて

使用 した。以後朝鮮半島の三国の盛衰は、日本の文様瓦に素弁→単弁→複弁(1)を根底に しながらも、

それぞれ異質の属性を伝えた。丸 く優美な百済タイプ、細 く荒 々しい高句麗 タイプ、複雑華麗 な新

羅タイプがそれである。奈良時代 も白鳳 ・天平期 となると、それまで寺院建築だけに限られていた

瓦葺 きが宮廷建築、九州の太宰府、東北の多賀城、駅舎、正倉等の国 ・官衙 にまでも浸透 し、更に

聖武天皇の勅願による国分寺 ・尼寺の造立 もあ り、瓦葺 き建造物 ・大伽藍が隆盛を極めた。平安時

代になると文様瓦にも日本化された繊細かつ簡略化文様が現れ、後期には巴文が使われ始める。仏

教文化の面で も真言 ・天台の密教の影響を受けて、今までの平地仏教に変 って山岳地帯に寺院が多

く建てられるよ うになる。奈良時代 においての瓦の需要の増大は勢い品質の低下を招 き、気候の変
イ テ

化の激 しい寒冷地などでは凍傷や凍上現象などによる雨漏 り等瓦葺 きの弱点が問題になっていた。

その点運搬と言 う点からも運び易 くかつ費用のかからない、又比較的手 に入 り易い桧皮葺 き、柿皮

葺きが使用され始め、その上優雅な貴族生活にマ ッチした寝殿造 りと相侯 って、瓦葺 き建築は用い

られなくなった。平安後期か ら鎌i倉時代になると唐:風の建築が新 しく伝播 し、武家の台頭によって

鎌倉彫刻に見 られるような豪放さが建築様式にも要求され、屋根の勾配 も更に急にな り、瓦葺 き屋

根が見直 され始める。仏教文化の上でも浄土宗 ・禅宗 ・日蓮宗などが武家文化 と融合 し、瓦葺 き氏

寺が盛んに建立されるようになった。

以上の古建築 と古瓦の因果関係を敲 き台として、惣社地区分布調査に引 き続き横田調査員 と三村

は惣社周辺地区においての既出古瓦の地点(大 村 ・県 ・筑摩)お よび平安時代建立と伝えられてい

一42一



る海岸寺吐(入 山辺桐原)神 宮寺(浅 間温泉)も 併せて分布調査を行った。

II分 布調査

調査地区の現状は急速に進行す る住宅の密集化、調査不可能な水田、客土に覆われた畑地等 と悪

条件に阻まれて思 うよ うな調査が出来なかった。分布 していた瓦類は江戸時代以降の桟瓦(創 始一

延宝2年 〔1674〕)のみであった。古瓦既出地点およびその周辺には土師 ・須恵 ・灰粕陶器 ・中近世

陶器の散布は=濃密である事が確認 された。海岸寺趾 ・神宮寺共に既出古瓦の知見はな く、周辺一帯

を隈なく踏査を行ったがその存在は認められなかった。

III古 瓦の出土した遺跡 と地点

(1)大 村廃寺趾 松本市大村堂田

大村廃寺肚のある大村は惣社 と浅間温泉 に南北から挟まれた南に傾斜する平坦地で、標高は600

m、 東部 に筑摩山脈 の支脈である妙義山、玄向寺山を背にし、西側は女鳥羽川に境界 される。地区

内には遺跡が多 く縄文 ・土師 ・須恵 ・灰粕陶器 ・中近世陶器および瓦が広範囲に分布 し、大村神社

南大村遺跡(分 布調査 ・大村地区No.1)か らは倉科明正氏により製鉄遺構が発見され、鞘羽 口、鉄

澤が出土 している。地区内には第三紀層の良質黒灰色 ・青灰色粘土が埋蔵 されてお り、古代より現

代まで土器 ・製陶 ・製瓦が盛んではあったが耐火度が低いのが難点である。1925～1950年 までに宮

沢亥三男氏によ り製瓦粘土採取中に堂田地区より、古瓦および大村318番 地、現、北野君男氏、小松

原道宣氏両家の地下より□来堂 と記された墨書土器、約7cm大 の金箔張 りの木鼻が出土 し、道路を

挟んだ東側 の宮沢亥三男氏宅敷地 より古建築材、更に南接地より火葬用合せ甕などが発見 されてい

る。

学術調査 された大村廃寺肚の地点は妙義山(古 墳)の 麓、長野県営野球場南側テニス ・コー トに

接した堂田地籍で、1950、1951、1965、1966年 の4回 に渉 って行われたが、多数の土師 ・須恵およ

び少量の灰粕 ・緑粕 ・磁器 ・至道元宝(宋 、995)、 景祐元宝(宋 、1034)既 出の皇宋通宝(宋 、

1039)、 元豊通宝(宋 、1078)と 計4枚 の古銭他が発見 されている。(2)

※A.古 瓦の出土は平瓦 ・:丸瓦(縄 目文 ・布目文 ・平行線叩文)、 軒平瓦(唐:草 ・珠文)、 軒丸

瓦(四 葉複弁蓮花文 ・連珠文)を 含めて50点 以上が発見されているが、平瓦が主体であ り、文様構

成により、2セ ットに分類され、平 ・丸瓦では3セ ット目を示唆している。

(2)あ がた遺跡 松本市県3-1-2102-4

あがた遺跡のある県地区は薄川の度重なる氾濫によって急速に堆積 して出来た扇状地上に在 り、

惣社か らは清水地区を隔てて南西300mに 位置 し、東部は縄文前 ・中期、更には1982年 の発掘調査

で、弥生時代中期初頭の再葬墓が発見 され、九州の遠賀川式や東海地方の影響を受けた条痕文土器
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いずれも弥生前期 に比定 される土器を含めて、土師 ・須恵 ・灰粕陶器の散布地に隣接 し、2～3km

先には末期古墳の点在す る筑摩山麓が迫っている。南側は源地小学校に接 し、その先 には薄川が西

流 している。標高は600m、 北西に僅かに傾斜 している。地区内は縄文 ・弥生 ・土師 ・須恵 ・灰粕陶

器の濃密 な散布地で、特にあがたの森 ・蚕糸試験場 ・県 ヶ丘高校周辺は古瓦の散布地 と思われる。

尚あがたの森 と蚕糸試験場には南北100mを 距て、県塚1号 、2号 の古墳 と推定されている円墳が相

対 している。

発掘調査されたあがた遺跡の地点は旧制松本高等学校の裏庭敷地西側部分で、現在はあがたの森

公園になっている。東側部分は未調査であるが同校が建設 されるまでは、あがたの宮の鎮守地であっ

た事は留意すべき事であろ う。1980年 の発掘調査によって弥生住居±止が2軒 発見され、火災にあっ

た と思われる住居杜からは、良好なる弥生中期末、百瀬式に比定される甕 ・台付甕が検出され、石

器工房趾を思わしめる粒度粗 ・細の2種 類の砂岩砥石 と共に多数の未完成磨製石鍍 ・石包丁 ・完形

磨製 ノミ型石斧が一括出土 し、更に住居趾内には軟質の敲き台 ・敲 き石 と思わせる石が置かれてい

た。平安後期住居趾か らは、土師 ・須恵 ・灰粕 ・緑粕 ・:模様入 り金メッキ叙子が出土 した。(3)

※B.古 瓦は、平安後期住居肚 より:丸瓦が1点 、焼失弥生住居趾覆土より、古式土師と伴出し

て丸瓦1点 が出土した。原嘉:藤氏は1955年 、明科廃寺吐調査概報の中で、あがた遺跡内での布 目瓦

出土を報告 している。あがた遺跡より東300m、 松本市県3-7-11、 地籍:番号筑摩2097番 地、小岩

井英雄氏宅敷地 より平瓦が1点 、1970年12月12日 フェンス取付け基礎工事中に須恵片を伴って出土

した。(現 在塩野寿夫氏所:蔵)今 回の分布調査においても、塩野氏の'協力によって現地を踏査 した

処、出土地には、土師 ・須恵 ・灰粕片の散布が見られた。隣接北側10m、 県 ヶ丘高校敷地内からも

外面叩き目の残 っている布 目瓦の小破片が発見されている。

IV長 野県立松本工業高等学校遺跡 松本市大字筑摩

松本工業高校遺跡のある筑摩地区は、惣社よりは清水を経て、1.3km薄川の南岸にあ り東側は里山

辺に隣接 し、1kmで 林城山に達す る。南側は神田を経て、中山地区に達 し、近 くには弘法山古墳が

ある。西側は中林 ・庄内に隣接 し、その先には田川が北西流 している。地区内には縄文、弥生中 ・

後期 ・土師 ・須恵 ・灰粕陶器が散布し、東部里山辺地区には古墳が点在している。

発掘調査された松本工業高校の地点は薄川の左岸で、富士電機㈱の北側で、東方180mに は南小松

巾上古墳が あ り、西方200mに は筑摩八幡宮が在る。1978、1980年 の2回 に渉る調査で、弥生・土師・

須恵 ・灰粕が発見 されたが、遺構の検出はできなかった。出土 した土器は平安期が主体で、若干の

弥生中期百瀬式が出土している。(4)既出遺物 として宋銭が出土しているが、実見していない。

※C、 古瓦は既出遺物として、:丸瓦が1点 出土 している。(現在 ・山崎治男氏所蔵)

一44一



V遺 物

第25図1は1950年 大村堂田地籍より製瓦粘土採取中に発見 された軒丸瓦(鐙 瓦)で 、内区と外区

とに二分された二重圏文 と珠文 とによる文様:構成で周縁は中高縁で巾広 く1.5cmを 計 り、頂部は平坦

である。外区凹部(花 弁部)に は珠文11ヶ をめ ぐらし内区中心部には半球形の径2cmの 大型の珠文

(中房部)を 置 き周囲に小 さな珠文(蓮 子或いは花弁部)4ヶ を配し、それを区画する様 に界圏から

4ヶ の懊状文(花 弁部)が 中心部へ平 らな面を向けて突き出している。内区内の4分 区画は高句麗

系の宝相華文(5)の系統を引 くものと思われるが、大川清氏は懊状文 とその間に配された小珠文を蓮

弁の退化 した もの として捉}て いる。いずれにしても平安後期から鎌倉初期に比定され ると思われ

る。瓦当と:丸瓦(胴)と の接着面が明瞭に瓦当の裏面に残っている。櫛 目痕は不明瞭である。技法

は平安後期の特長を示す飛鳥様留付けである。色調は瓦当面は淡灰色で裏面接着痕のみ青灰色を呈

している。焼成は不良で軟質である。瓦当は17.3×16.3cmで 器厚は凸部2.7cm、 凹部1.5cmを 計った。

胴部は欠失している。2は1と セ ットとして捉}ら れている軒平瓦(宇 瓦)で 左部分の破片と思わ

れ、上下に2ヶ の珠文が棒状施文具で刺突 されている。右側には巾広い溝状の施文がやや左に傾斜

して付 されている。瓦当面及び顎にも平行線の叩文が施 され谷部は細布(糸 目1cm四 方13×13)の

布 目痕がついている。色調は青灰色を呈し須恵質で固 く焼 き締まり、1000度 以上の焼成 と思われる。

平瓦の垂れは折 り曲げ段顎で平安後期の特長を見せている。長さは5.5cmを 計 り、器厚は瓦当部1.8

cm谷部2.8cmで あった。胎土に小石を含む。

大村廃寺趾発掘調査で出土 した四葉複:弁蓮花文軒:丸瓦(鐙 瓦)、 唐草文軒平瓦(宇 瓦)に ついては

実見出来なかったので文献(大 村廃寺趾調査報告概報)に より記述したい。

四葉複弁蓮花文軒丸瓦は中央部分のみの破片で周縁は欠失 している0花 弁は4葉 、中房は大きく

蓮子は1+9蓮 弁はきわめて任意に作られた もので正確な分割を実施した ものではないと報告さ

れている。花弁は細長 く高句麗様式を思わしめる。時期については平安前期に比定 されている。同

一セットと見られ る唐草文軒平瓦は小破片で唐草文 と考}て 間違いないとされ現存部分の文様は右

から左へ延びるもので、均正 ・偏行唐草文のいずれかは不明であるが顎や下面に縄 目が施され上面

に粗い布 目痕がある。

図版22の 下部は大村堂田地籍318番 地より発見 されたもので木鼻である。金箔張 りでいたみが著 し

い。木鼻 とは肘木 ・頭貫 ・虹梁等の横木(水 平材)の 端や或いは柱等を超えて出た処に付けた。又

は出たように見せた装飾彫刻の事であり型 として象 ・獅子 ・摸 ・龍頭及び拳鼻があ り、浄土宗 ・禅

宗の系統による大陸系の建築様式で鎌倉以降のもの とされている。(6)如来信仰、同地点出土の□来

堂と記された墨書土器はやは り如来堂 と読むのが妥当かと思われる。3は1930年 大村堂田より出土

したもので、日本民俗資料館に展示されているものであるが、1と 同類なので説明は省略する。4

は平瓦である。これは県1-7-11小 岩井莫雄i氏敷地より出土の平瓦で小口の切 り方は直角で平安
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中期か ら後期の特長を見せている。凍傷による剥離痕があ り焼成不良が伺}ら れる。火を受けて酸

化(赤 褐色)を 呈 し、器厚は1.5cmで 焼成時の青灰色が僅かに散見される。5は 松本工業高校敷地 よ

り出土の丸瓦で右側の小 口が残 っている。頭部から尻部へ向かって稽や狭 まって行 く平安時代の特

長が見える。縄 目文背部は淡い青灰色、面部は灰褐色を呈 し器厚は1.5cmを 計る。2、4、5、 いず

れの布 目も1cm四 方(6×6)糸 目の荒布であがた遺跡か ら発掘 された2枚 の丸瓦 も背部縄 目文、

面の布 目文はやは り(6×6)の 荒布で器厚 も同じ1.5cmで あった。火を受けて赤褐色を呈 し弥生住

居趾覆土 より出土の右側部分残存の丸瓦は行基式ではないかと報告されたがやはり平安期の松本工

業高校出土のものと同類ではないか と思われる。以上いずれの丸 ・平瓦共に小口(縁)の 調整は箆

調整であるが粗雑である。布 目痕が小 口にも見られる処か ら一枚造 りと思われる。

7は 松本工業高校敷地より布 目丸瓦 とともに発見されたいぶ し焼 き古瓦で両面に箆落書き状のも

のが見える。厚さは2.2cmで 片面灰白色、他面は薄い墨色を呈する。胎土に砂粒を含み、焼成は不良

である。小片の為 さだかではないが普通の平瓦ではないと思われ る。

VIま とめ

今回の古瓦分布調査の結果については以上記述した とお りであるが、古建築発見の一つの 目安 と

なる古瓦の分布について先ず惣社地区に絞 って見ると未だに古瓦の知見がない。一方 あがた地区は

あがたの森 ・県 ヶ丘高校周辺約300mの 範囲内に平安中期か ら後期に比定されると思われる:丸瓦 ・平

瓦が5点 余散布 している。未だに文様瓦、軒丸瓦(鐙 瓦)、 軒平瓦(宇 瓦)の 出土を見 ないので時代

判別は甚だ漠然 とはしているが、一応 この地区内に古建築趾の存在が伺}る のではないだろ うか。

薄川南岸の松本工業高校敷地内出土の丸瓦については県地区とは余 りにも遠隔地にある点、或いは

松本市神田自性院の礎石との関連性 も考}な ければならないかも知れない。大村廃寺吐については

同じ堂田地籍:出土の□来堂 と読み とれる墨書土器 と鎌倉時代初現の木鼻及び東側宮沢亥三男氏宅敷

地 より出土の古建築材(現 日本民俗資料館展示)、 更に周辺出土の火葬用合せ甕、点在す る焼 けた大

石、堂田、寺田地籍には広範囲に渉 って古建築肚の埋没が想定 される。又、宮沢亥三 男氏によれぽ

粘土採取中に木の皮が一面に敷かれるように埋没 しているのを発見しているとの事、桧皮葺 ・柿皮

葺建築肚の存在が推定 される。大村廃寺肚の存続年代については、四葉複弁蓮花文軒丸瓦 ・唐草文

軒平瓦のセッ トを一応平安前期として連珠文軒丸瓦、珠文軒平瓦のセ ットを平安後;期から鎌倉時代

と比定 し、出土古銭、土師、須恵、陶 ・磁器、木鼻等総合的に見て平安前期か ら鎌倉時代 と思われ

る。かつて大川清氏は大村廃寺吐出土の古瓦について古瓦の造瓦地を、松本市岡田田溝古窯趾及び

大村妙義山南麓古窯肚に求め得ると示唆 したが、ちなみに妙義山南麓第1号 古窯趾から須恵器片 と

布 目瓦が出土 し岡田大 口沢菖蒲平第3号 古窯趾か らも発見 され更に岡田田溝中の沢第8号 古窯肚か

らは玉縁つ き有段丸瓦1点 を含めて平瓦38点 が焚 口及び煙出し付近から出土。共に布 目と叩文で大
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村廃寺阯出土の平瓦、及びあがた ・筑摩地区出土の丸 ・平瓦 との類似点は前者は叩文、後者は一枚

造 り技法に見 られるのみである。又時期的に見れぽ、田溝第8号 古窯趾:の出土土器は猿投黒笹40号 、

折戸10号 に相当すると云われ平安中期(9世 紀)に 比定 される(7)ので問題はないのだけれど、比較

検討するには余 りにも資料が少な過 ぎる嫌いがある。今後の資料の新発見にまつ他はない。また岡

田田溝古窯玩の分布調査 も必要 と思われる。尚、妙義山南麓古窯趾周辺を幾度か踏査を行ったが近

世陶器と19世紀 と思われる トチンの出土を見たのみであった。松本平に於ける瓦の凍傷の問題につ

いては相当深刻で昭和30年 松本城修復時の屋根瓦仕様書によると焼成は1100度 以上、吸水率は15%

以内、24時間一20度 に放置 して凍傷なきものとしている。ちなみに松本城屋根坪数約450坪 解体総数

量は80699枚 であったと報告 されている。(8)

以上今回の古瓦の分布調査に於いて非力の為推定国府に一歩も近づ く事は出来なかったけれども、

ここに調査に御指導、御協力を頂いた日本民俗資料館、窪田雅之氏、大村 宮沢亥三男氏、里山辺

北小松 塩野寿夫氏、里山辺兎川寺 山崎治男氏、入山辺桐原 山内勝氏の各氏に対 し深い敬意を

表す次第であ ります。(三 村肇)

参考文献

(1)瓦と屋根構造 佐藤滋朗 学芸出版社

(2)長野県東筑摩郡本郷村廃寺跡調査概報 信濃…19巻第10号

(3)あがた遺跡 松本市教育委員会1981.3

(4)長野県立松本工業高等学校遺跡 松本市教育委員会1979.3

(5)図鑑瓦屋根 坪井利弘 ・理工学社

(6)古建築の細部意匠 近藤豊 ・大河 出版社

(7)東筑 ・松本 ・塩尻市誌(第2巻 歴史上)

(8)松本城 松本市教育委員会
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第25図 古 瓦
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結 び

発掘調査 二軒の平安時代末期 と思われる住居肚を検出した。遺構が浅 く住居趾の上部が削平

されていたためか、二軒 とも遺物は少量で、完形は土師器圷1点 のみで、土師器、灰粕陶器 ともに

杯類が主で甕類が一一点も存在 していない。鎌倉時代に入ると煮沸用具 として内耳場が現われるが、

その不検出は鎌倉以前を示す。 カマ ドは二軒 とも焼土を残すのみで大 きさがはっきりしないが、第

1号 住居吐が西側やや北寄 り、第2号 住居趾が東南隅にあたる。溝状遺構は東側が未調査のため具

体的に言}な いが、形状だけでみれば方形にめぐる溝であ り、溝に囲まれた内部に何 らかの遺構の

存在を期待 したが、結果は既述のとお り20本近 くの小 ピットがあったにす ぎない。溝は僅 かに東 よ

り西へ と傾いてお り、実際に水を通せば流れるが全掘でないのでわからない。ただ溝の廃棄までに

若干の時代を感 じ、ある期間溝 としての存在が続いた ことを思わせる。廃棄の時期は礫 と共に混入

している土器片で推定して本文に示したが、 この地周辺が縄文時代から中近世 まで量の多寡の差 こ

そあれ続いているので、 この地の再利用の際不便、不用 となった為であろう。

本年度調査も礫群が出たがその全貌を知るまでは遺構 としての意味を持たせずにおぎたい。前述

の二軒の住居吐 も河川の自然堆積の凹凸のある砂礫層の上につ くられており、薄川の氾濫原である

ことは確実である。今後の継続調査 によって次第に判明されるもの と信 じている。 これ らの遺構は

即国府に関わるものではないが、平安、鎌倉時代に存在したとする国府の時期に合致することは確

かである。

分布調査 惣社地区をくまなく歩いたが遺物の=濃密に採集 ざれた場所はやは りこの発掘地点周

辺であった。しか し表採 とい う条件を忘れてはいけない。つま り耕作の為の天地がえしや深耕によっ

て遺物が地上にあらわれやすいからである。また同一面積における遺物量の比較など、少ない資料

を活用 して何 らかの手掛 りを得たいものとは思 っている。

今回は等高線についてあたってみたが、610mラ インの伊和神社東側の南北道路の両側の集落よ り

の遺物採集が 目立 った。 この道は伊和神社からみて750m北 上 しほぼ直角に東へ向い600mで 湯の原

の南北道路に出る。木下良先生のご研究の中では前述の道を西及び北の境 と考え、東は湯の原の道

で囲まれる範囲を国府域 と考えられておられるが、いずれに しても伊和神社東側の道路を大事にみ

てゆきたい。

他方では古瓦の分布についても調べてみた。その結果は本文詳述のとお りであるが、松本市内に

おける古瓦の出土例は少なく、大 きくみると大村廃寺肚周辺、県遺跡周辺 となる。当時は瓦の使用

が少なくなった とい うが、官衙、社寺の存在を知る上では瓦は重要であるのでその点更 に資料の増

一49一



加を期待 したい。

以上調査に基づいて記 してみたが、最近の松本市内の発掘状況から二三考}て みたい。

現在松本市内では中央道長野線建設に先立つ県営ほ場整備事業が続いてお り、その為緊急発掘調

査が続いている。その結果今までは未調査であった奈良井川左岸の松本市西部地域 の古代の様子が

解明 されつつある。

本年度行った神林地区の下神 ・町神遺跡では平安時代の住居肚80軒 、建物』止36軒他を検出し、主

要遺物は住居吐内より奈良三彩小壺を、覆土 より佐波理鏡と思われる口縁部破片を出土 してお り、

下神・町神遺跡よ り北1.5kmに 鎖川を渡 った島立地区の南栗遺跡では奈良平安時代の住居±止15軒、建

物阯2軒 。中世の住居肚5軒 等が検出され、完形の佐波理鏡1点 の他に青銅器4点 が出土 している。

このことは奈良井川左岸では平安時代に入って爆発的 ともいえる急激な開発がなされた ことを示す

ものであると共に、権力を有する者の存在や社寺 との関係なども伺わせるものであ り、併せて古代

の道についても示唆するものである。それは信濃国府の存在にも関わることであ り、今後更に調査

が進めば外側 より国府解明の手がか りが得 られるのではないかと期待している。

最後になったが今回の調査では多 くの方 々のご理解、ご指導、ご協力をいただいた。特 に蚕糸試

験場には昨年に引き続いて用地発掘をご快諾いただいた。厚 く御礼申し上げる。また本郷地区、と

りわけ惣社町会、公民館には町民への衆知、公民館使用などの他作業員の勧誘等目に見えないとこ

ろで ご'協力をいただいた。 またご指導いただいた木下先生、山中先生、桐原先生はじめ調査にたず

さわ った調査員、作業員の方 々、整理作業 と報告書づ くりにご協力いただいた多 くの方々に心か ら

御礼申し上げ、今後の調査にもご指導、 ご協力をお願いするものである。(神 沢 昌二郎)
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表1発 掘出土遺物集計表

(重量単位9)

土 師 器 須 恵 器 灰 粕 陶 器 中 近 世 陶 器 そ の 他 合 計

出 土 地 点 数量 重 量 数量 重 量 数量 重 量 数量 重 量 数 量 重量 数量 重 量

第1号 住 居 吐 49 413.4 3 19.4 4 32.0 1 6.0 57 470.8

第1号 住 居 趾 検 出 面 2 18.9 4 25.0 2 6.5 8 50.4

第2号 住 居 趾 5 43.2 2 152.6 縄文2 20.8 9 216.6

検 出 面 20 97.5 3 118.5 2 7.1 11 43.8 36 266.9

Aグ リッ ト(第1住 東北 側) 6 62.6 2 64.1 4 36.4 2 3.9 14 167.0

B〃(〃) 2 3.5 1 3.7 2 19.9 5 27.1

C〃(〃) 20 80.2 2 5.4 22 86.6

D〃(〃) 6 24.0 1 39.7 1 13.7 石板1 12.8 9 90.2

溝 状 遺 構 105 287.5 1 162.0 9 82.9 5 226.7 羽 ガマ1
ブイ ゴの口7

11.6
'?r

.6 127 798.3

南 グ リ ッ ト 東 12 23.4 1 6.5 9 63.1 22 93.0

礫 群 2 16.1 6 76.8 8 49.1 8 200.3 24 342.3

発 掘 地 点 表 採 23 132.1 23 132.1

合 計 252 1202.4 15・ 440.8 38 440.4 41 583.9 11 72.8 357 2740.3
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表2 分布調査採集遺物集計表
(重量単位9)

調査地 惣社地区 土 師 器 須 恵 器 灰 粕 陶 器 中 ・ 近 世 陶 器 その他

Na 地 番 地 目 圷 壷 甕 不明 重 量 圷 碗 壺 甕 圷蓋 その他 重 量 杯 碗 壼 甕 不明 重 量 碗 甕 播鉢 皿 鉢 徳利 その他 不明 重 量

1 511-2 畑 4 1 1 4 90.75 石 器64.9

2 520 畑 1 28 1 5.35

3 521-2 畑

4 528-2 畑 1 13.3 1 1 92.5

5 526-1 果樹園 1 6.6 1

6 530-1 畑 2 13.75 1 76.55 2 1 2 216.9 石器4100

7 5$5-1 畑

8 550-5 畑

9 552 空 地 1 3.45

10 553-8 果樹園

11 442-2 宅 地 1 30.25

12 71-8 果樹園

13 418416-1

437-1438-1
果樹園 1 1 7.5 1 16.2

2
天 目他 7 37.2

14 436-2 空 地 1 1.25

15 78～81 果樹園 1 32.95

16 82 果樹園 香炉1
小壷1

1 19.1

17 83.84 果樹園

18

19 91.92.93.94-1 畑 、 田 2 2 51.5

20 95～100 畑 、 田

21 45ロ 号 果樹園 1 4.6
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表2 分布調査採集遺物集計表
(重量単位9)

調査地 惣社 地区' 土 師 器 須 .恵 器 灰 粕 陶 器 中 ・ 近 世 陶 器 その他

No. 地 番 地 目 圷 壷 甕 不明 重 量 杯 碗 壺 甕 圷蓋 その他 重 量 杯 碗 壷 甕 不明 重 量 碗 甕 播鉢 皿 鉢 徳利 その他 不明 重 量

22 11.19 畑 、 田 1 1 6 80.5

23 54.56 果樹園
田

24 392-2 畑 1 ?3.6 1 1 4 36.5

25 408-2411412 畑 1 1 フ タ1 116.5

26 452-3 宅地他 2 149.35

2? 460 果樹園 z 1 3 皿1 2 156.6

28 463-1464 果樹園 1 13.5

29 465-3一 一5 畑 1 12.5 X 4 29.7

30 471-1 果樹園 1 4.6

31 477-1478-1
479-1480-4

果樹園
1 6 30.5

縄文 片

11.5

32 535-2535-3 畑

33 481-1481-4 畑 1 2 50.75

34 495-1489-1
491-1.2492

田

35 487-1847=4 畑

36 472-1 宅 地 1 6.95 1 2 76.4

37 406 果樹園 1 68.9 1 24.4 5 12.35

38 402404405
407408-1

畑 1 11.55 1 6.05 2 灯明皿
1

12 119.5

39 397398-1.2

391-1
果樹園 1 1 24.0

40 372 畑 1 8.17 1 3 2 ブ タ1 8 145.84



i

罐

i

表2分 布調査採集遺物集計表

(重量単位9)

調査地 惣社地区 土 師 器 須 恵 器 灰 粕 陶 器
『

中 ・ 近 世 陶 器 その他

No. 地 番 地 目 圷 壺 甕 不明 重 量 圷 碗 壺 甕 圷蓋 その他 重 量 圷 碗 壺 甕 不明 重 量 碗 甕 播鉢 皿 鉢 徳利 その他 不明 重 量

41 377-1 畑 灯明皿
1 10.67

42 361-1 大村氏宅

43 362364-y366
367-1

畑 2 1 1 35.65

44 1-1

45 369-2 石 器263.7
841.0

46 352-2 畑

47 356354-1 畑 、 田

48 337338-1
339-1.2340-1

畑
田

49 344-1345-1
346347-1

果樹園
田 .

1 61.35

50 282283-1284
285286-1

田 2 1 18.1

51 349276-1 畑

52 10391048-1
10491050

畑 3 5.15

53 43 畑、 田

54 133-136 畑 1 10.85

55 1002～1004

10061008
果樹園 1 6.95

56 100563 畑

57 104-1 畑 1 26.0 2
1

2 2 36.0
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表2 分布調査採集遺物集計表

(重量単位9)

調査地 惣社地 区 土 師 器 須 恵 器 灰 粕 陶 器 中 ・ 近 世 陶 器 その他

No. 地 番 地 目 圷 壺 甕 不明 重 量 圷 碗 壺 甕 杯蓋 その他 重 量 杯 碗 壷 甕 不 明 重 量 碗 甕 播鉢 皿 鉢 徳利 その他 不明 重 量

58 103102-1 果樹園 3 1 1 仏具1 5 131.2

59 早川宅

60 117-1 花卉畑

61 113 果樹園 1 31.9 3 8.0

62 198-1 造成地 1 63.0

63 196-1200-1

204205
果樹園 1 1 17.65 1 1 9.2

64 210215-1

216-2
果樹園 1 83.7

65 216-1217218

220-1222-1

235一 一一238
桑 畑 2 2 1 74.05 1 9.95

5

1

天 目

3 2 1 2

杯蓋
1 17 363.1 黒曜 石1

6.25

66 266-1.2267-1 畑

s7 61-16365 畑 1 1 28.7

68 果樹園 3 2 6 55.7 土地改良中

69 果樹園 3 4.3 1 4.5 //

70 畑 1 1.75 2 1 31.6 1 3 6 5 84.25 //

71 畑 1 17.3 1 27.23 //

72 601 畑 5 3.84 1 9 196.1 3 5 3 2 154.25 1
青磁

1 1 土鍋他
3

20 162.0 鉄 澤54.15

73 畑

74 畑 1 4.0

75 1186-1 畑

76 546-1 宅 地
石 器1600

645



表2 分布調査採集遺物集計表
(重量単位9)

調査地 惣社地 区 土 師 器 須 恵 器 灰 粕 陶 器 中 ・ 近 世 陶 器 その他

No. 地 番 地 目 圷 壷 甕 不明 重 量 圷 碗 壺 甕 圷蓋 その他 重 量 圷 碗 壺 甕 不明 重 量 碗 甕 播鉢 皿 鉢 徳利 その他 不明 重 量

77

521-1

516イ 号 一1

ロ号 一1

畑 1 12.0 1 2.0

7s 553-5 畑 小瓶
1 301.0

79 558-5 道 1 1 13.05

l
U7

/ (重量単位9)

調査地 大村地区 土 師 器 須 恵 器 灰 紬 陶 器 中 ・ 近 世 陶 器 その他

No. 名 称 地 目 圷 壺 甕 不明 重 量 」不 碗 壺 甕 杯蓋 不 明 重 量 杯 碗 壺 甕 不明 重 量 碗 甕 播鉢 皿 鉢 徳利 その他 不明 重 量

1 大村遺跡 畑 3 2 55.5 縄 文159.2

2 大村神社北 畑 高圷
1

10 3 90.5 18 1 31 4 210.5 2 灯明
皿1

4 47.5

3 旧国鉄車庫東 畑 9 6 133.7 25 1 18 7 501.3 1 4.6 1 1 38.1

4 〃 東南 畑 2 2 38.5 9 3 16 2 357.7 1 3.1 2 1 1 2 132.2

5 本郷高校東 水 田 、畑 1 1 3.8 3 1 8 3 148.3 4 3 1 灯明
皿2

9 52.1

6 〃 南 畑 2 7 10 165.2 22 4 15 3 712.6 3 1 2 2 120.1 打 斧

2225.3
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表3土 器観察表

挿
図

㎞

遺物

㎞

図版

Na

種 別 器種 残存部位
寸 法

成 形 方 法 ・ 器 形 の 特 徴
色 調

胎 土 ・ 焼 成 出 土 地 点 ・ そ の 他
口 径

(cm)

底 径

(cm)

器 高

(cm) 外 面 内 面 断 面

z 1 13 土 師 杯 1/5 C7.9) (2.5) 1.7 ロクロ(内 外面)・ 糸切底 ・内黒土器 にぶい燈 黒 にぶい澄 微粒含 良 1住N41

2 13 土 師 f不 完形 8.5 3.3 1.5 ロクロ・糸切底 ・渦文状成形 茶 茶 茶 3m皿程度の粒子含 良 1住Na8

3 13 土 師 杯 底 一
(6.8)

一 ロクロ・糸切底 ・内面中央にくぼみ 茶 茶 茶 微粒含 良 1住 覆土

4 土 師 f不 口縁 9.7) 一 一 ロク ロ うす茶 うす茶一部黒 ねずみ 緻 密 良 1住NalpitNa8

5 土 師 杯 口縁 (11.0)
一 一 ロク ロ うすこげ茶 うすこげ茶 うすこげ茶 微粒子多くざらつく 良 〃

6 土 師 杯 口縁 (12.1) 一 一 ロク ロ うす茶 うす茶 うす茶 微粒子含 良 1住Nalpit内

7 土 師 杯 底 一
(6.7)

一 ロク ロ 赤 褐 赤 褐 茶 良 良 1住Na3

8 灰紬陶器 杯 底 一 7.6) 一 ロク ロ ・つ け高台 灰 白 灰 白 灰 白 緻 密 堅 緻 1住NalP董t内Na16

9 土 師 杯 1/6 C9.0) (3.0) 1.6 ロクロ(内 外面)・ 糸切底 ・内黒土器 うす茶 うす茶一部黒 うす茶 微粒含 良 1住Na1

10 土 師 一 底 一 (6.5) 一 ロク ロ ・糸 切底 ・器 種不 明 澄 燈 澄 良 良 1住Na61

11 13 土 師 杯 底 一
(6.1) 一 ロク ロ ・糸 切底 ・ウス茶(に ぶい燈) ウス茶 ウス茶 良 良 1住 検出面

12 13 土 師 杯 底 一 (8.8) 一 ロク ロ ・内 面 ロクロ ・糸切 底 ウス茶 茶 灰 ウス茶 .良 良 1住Na12

13 15 妬 器 碗 口縁 021.0) 一 一 ロクロ・内面粕 ・山茶椀的なもの 灰 白 ウス緑茶 灰 白 良 良 1住Nalpit内Na14

14 灰粕陶器 一 一 一 一 一 回転 ヘ ラけず り ・内面 ロク ロ ウス灰緑 灰 白 灰 白 良 堅 緻 1住Nall

15 15 灰粕陶器 圷 底 一 C7.4) 一 回転ヘラけずり・内面渦状紋 ・つけ高台底部
回転ヘラ切 り・内面重ねあとあり・粕かけ5回 位

灰 白 灰 白 灰 白 小白粒含 堅 緻 2住Na10

16 15 灰粕陶器 壺 胴 一 一 一 回転ヘラけずり・内面ロクロ・外面粕 緑 灰 灰 白 灰 白 緻 密 堅 緻 2住Na9

9 2D 13 土 師 高杯 底 一 一 一 ロクR・JT:部 を作 って脚部 は りつ け 黄 茶 茶 茶 良 良 ミゾ内

21 土 師 杯 口縁 9.3) 一 一 ロク ロ ウス茶 ウス茶 ウス茶 良 良 南側 ミゾ内

22 13 土 師 杯 1/6 (11.1) 一 (2.1) Pク ロ ・外 面摩耗 ウス茶 ウス茶 ウス茶 良 良 ミゾNa1

23 13 土 師 甕 底 一 6.4) 一 ロク ロ ・糸 切底 ・ヘ ラなで ウス茶 ウス茶 茶 良小粒含 良 ミゾNa4

24 緑粕陶器 杯 口縁 (13.4) 一 一 ロクロ・紬部のみで剥落 黄深緑 黄 緑 白 良 堅 緻 ミゾ内

25 15 灰粕陶器 f不 底 一
(6.7) 一 ロク ロ ・回転ヘ ラけず り ・つけ高 台 灰 白 灰 白 灰 白 緻 密 堅 緻 ミゾNo.8

26 15 灰紬陶器 杯 底 一 5.2) 一 Rク ロ ・回転ヘ ラけず り ・つけ高 台 灰 白 灰 白 灰 白 緻 密 堅 緻 南側 ミゾ

27 灰粕陶器 壺? 頸 一 一 一 ロク ロ 灰 白 灰 白 灰 白 緻 密 堅 緻 ミゾNa1

28 灰粕陶器 一 } 一 一 一 ロク ロ 灰 白 灰 白 灰 白 緻 密 堅 緻 南側 ミゾ

29 陶 器 碗 口縁 (15.4) 『 一 ロクロ・内外面にうすい粕 ・貫入あり ナ リー プ灰 灰 白 灰 白 緻 密 堅 緻 ミゾNa5

30 14 磁 器 碗 口縁 (17.0) 一 一 ロクロ・外面10本あまりの櫛状施文具でたてに施文

内面には陰刻あ り・両面に紬がけ
ナ リー プ灰 オ リーブ灰 灰 小粒子あり 堅 緻 ミゾNo.5

31 土師質土器 鍔釜 鍔 一 一 一 ロクR・ 鍔下部黒色他 灰茶一部黒 灰 茶 灰 茶 緻 密 良 ミゾNo.1

32 陶 器 鉢 口縁 028.0) 一 } 横なで にぶい赤褐 にぶい赤褐 茶 褐 良 堅 緻 ミゾ確認

37 陶 器 泥 メソ コ 一 一 一 一
型押 し・文様不明 ・銀ねず色の色をつけている ねずみ 茶 白 茶 白 緻 密 堅 緻 ミゾ西側

38 土 師 羽口 一 『 一 一 茶 茶 茶 良 良 ミゾNo.2



C.T"t
OO

挿
図

恥

遺
物

恥

図
版

Na

種 別 器種 残存部位
寸 法

成 形 方 法 ・ 器 形 の 特 徴
色 調

胎 土 ・ 焼 成 出 土 地 点 ・ そ の 他
口 径

(cm)
底 径(

cm)
器 高

(cm) 外 面 内 面 断 面

7 39 土 師 圷 口縁 (14.7) 一 一 ロク ロ ・へ らけず り ・内 ぐろ ウス茶 黒 ウス茶 小粒含 良 南 グ リッ ト東

40 土 師 圷 底 一 (6.4) 一 ロク ロ ・糸切底 茶 ウスこげ茶 ウスこげ茶 良 良 南集石Na3

41 土 師 杯 底 一 (5.0) 一 ロク ロ ・糸切底 燈(茶) 澄 榿 良 良 南集石Na2

42 土 師 高杯 胴 一 『 一 ロク ロ ・」不部を つ くってよ り脚部 をつ ける 赤 茶 赤 茶 赤 茶 良 稽 良 検出面

43 13 土 師 杯 ・底 一
(4.4) 一 ロク ロ ・糸切底 ウス茶 ウス茶 ウス茶 良 稽 良 2住 検出面

44 土 師 杯 底 一 (7.5) 一 ロク ロ ・内 ぐろ 赤 褐 黒 赤 褐 小白粒含 良 〃

45 15 須恵器 底 一 C9.4) 一 底部回転ヘラ切 り・底内面不整形高台欠損 灰 白 ウス青灰 灰 白 小粒含 良 検出面

46 灰粕陶器 段皿 口縁 (9.3) 一 一 ロクロ・外面に透明粕かかる 灰 白 茶灰白 灰 白 緻 密 堅 緻 南 グ リッ ト東

47 灰粕陶器 杯 口縁 (10.5) 一 一 ロク ロ ・内面、外 面 上 部粕 灰 白 灰 白 灰 白 緻 密 堅 緻 亀 検出面
48 15 灰粕陶器 杯 底 一 8.7) 一 ロクロ底回転ヘラ切り・つけ高台 灰 白 灰 白 灰 白 緻 密 堅 緻 〃

49 15 灰粕陶器 杯 胴 一 一 一 ロク ロ ・粕 つけ がけ 灰 白 灰 白 灰 白 緻 密 堅 緻 南集石
50 磁 器 碗 胴 一 『

} 縦にけず りあり・灰緑紬厚 くかかる ・青磁 灰 緑 灰 緑 灰 白 緻 密 堅 緻 南G東

51 14 磁 器 碗 口縁 (7.3) 『 一
染は吹きつけ 白 ・藍 白 ・藍 白 緻 密 堅 緻 2住 検出面

52 磁 器 碗 底 一
(9.5) 一 底ヘラ切 り・両面粕 ウス灰緑 ウス灰緑 灰 白 緻 密 堅 緻 南G東

53 灰粕陶器 壺 肩 一 『 一 外面ヘラけずり・内面ロクロ・紬がけ ウス灰緑 灰 白 灰 白 緻 密 堅 緻 D

54 土 師 f不 口縁 9.8) 一 一 ロク ロ 茶 白 茶 茶 良 良 検出面
55 土 師 杯 口縁 (16.8) 『 一 ロク ロ 澄 澄 燈 良 良 〃

56 土 師 圷 底 }

(6.1) 一 ロク ロ ・つ け高台 茶 褐 茶 褐 茶 褐 7mm大の小石含 良 〃

57 15 土 師 圷 底 一 『 一 ロク ロ ・内面 刻線 あ り 茶 茶 茶 良 良 〃

58 15 須恵器 椀 口縁 Cls.s) 『 一 内外面ロクロ整形 灰 黒 灰 黒 灰 黒 小石含 堅 緻 〃

59 灰粕陶器 圷 口縁 (12.8) 『 一 ロク ロ ・灰粕 ウス緑灰 ウス緑灰 灰 白 緻 密 堅 緻 〃

8 60 灰粕陶器 圷 口縁 (20.6) 『 一 ロク ロ ・内 、外面灰 粕 灰 白 灰 白 灰 白 緻 密 堅 緻 〃

61 灰粕陶器 壺 口縁 (16.0) { 一 ロクロ・特に成形時についたあとあり 灰 白 灰 白 灰 白 緻 密 堅 緻 上土

62 須恵器 甕 一 一 一 一 ロク ロ・タタキ 目
茶ネズミ 茶ネズミ ネズ ミ 緻 密 良 検出面

63 14 磁 器 碗 口縁 C9.8) 『 一 草花文染付 ・内面網状文 ウス青白 ウス青白 白 緻 密 堅 緻 〃

13 67 21 灰粕陶器 圷 底 一 (5.7) 一 ロクロ・糸切底 ・つけ高台 ・内面灰粕斑点状につ く

段皿状に段あり
灰 白 灰 白 灰 白 緻:密 稽 良 分布調査

Na9

68 灰粕陶器 圷 一 一 『 一 内 ロク ロ ・外 回転ヘ ラけず り 灰 白 灰 白 灰 白 緻 密 堅 緻 Na5

69 陶 器 碗 口縁 (14.4) { 一 ロクロ ・内、 外粕 浅 黄 浅 黄 灰 白 緻 密 堅 緻 〃

71 19 陶 器 四耳壺 耳 一 一 一
内面調整かなり凹凸あり外
面0.3mm厚 の粕 ・横位の橋状つまみ

暗 緑 灰 赤 灰 小石含,堅 緻 Na6同 様粕の破片あり

72 21 灰紬陶器 一 底 一 (14.0) 一
外 ロク ロ ・底 回 りヘ ラ切 り ・底 部指頭圧 痕 あ り ・内面

ロク ロ
灰 白 灰 白 灰 白 微粒含 稽 良 〃 灰粕 というより灰紬質
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14 73 灰粕陶器 一 頸 部 一 一 一 外回転 ヘ ラけず り ・ロク ロ ・内 ロクロ ・内部 一部灰粕 灰 白 灰 白 灰 白 良 稽 良 Nall

75 須恵器 一 一 一 一 一 灰ネズ 灰ネズ 青 灰 緻 密 良 Na13

78 陶 器 鉢 底 一 (10.5) 一 ロクロ・内部2ヶ 所に トチンあと残る・高台近くまで
鉄粕かかる

暗赤褐 アメ色 黒 灰 良 堅 緻 Na25近 世

79 16 須恵器 甕 一 一 一 一 外面格子状タタキ目・内面同心円文 黒 灰 黒 灰 赤 褐 良 良 Na26

80 19 須恵器 甕 一 一 一 一 外面 タタ キ目 ・内 ヨ コナ デ 灰 白 灰 白 灰 白 良 良 〃

81 16 須恵器 甕 } 一 一 一 まき上げ横なで ・頸部二本組の沈線 と波状文
肩部タタキ目・内部同心円文

黒 灰 灰 にぶい赤 白粒含 緻密 良 〃

82 陶 器 一 一 一 『 一 ロクロ・内外粕貫入あり 灰 オ リー ブ 灰 灰 緻 密 堅 緻 No.27

83 土師器 圷 底 一 (4.0) 一 ロク ロ ・糸切 底 ・(へ らだ て?) 澄 にぶい燈 にぶい燈 良 梢 良 Na28

15 84 陶 器 急須状 口縁 C8.4) 一 一 ロク ロ 黒 黒 にぶい赤褐 緻 密 堅 緻 Na29

85 灰粕陶器 杯 底 一 (4.6) 一 内外 ロクロ・糸切底 ・つけ高台 灰 黄 灰 黄 灰 黄 緻 密 堅 緻 〃

87 土師器 『 底辺近く 一 一 一 外面 ヘ ラけず り ・内面 ロク ロ 淡 澄 淡 澄 淡 燈 5m皿大ρ礫含む 良 Na33

88 陶 器 灯明皿 口縁 (10.0) 一 一 回転ヘラけずり・内面全部 と外面口縁部に鉄粕 ・外面
スス状黒色物付着

黒 褐 茶 褐 灰 茶 緻 密 堅 緻 〃

89 土師器 一 一 『 一 一 ロク ロ 燈 にぶい燈 にぶい澄 小白粒含 稻 良 No.36

90 16 須恵器 『 一 一 『 一 外 回転ヘ ラけず り・内 ロク ロ 灰 白 灰 白 灰 白 緻 密 稽 良 〃 提瓶などのブタ状はめ

込み部分か

91 須恵器 一 一 一 一 一
外回転ヘラけず り・内ナデか 灰 灰 灰 白 緻 密 良 〃 杯蓋か

92 19 須恵器 一 一 一 一 一 外タタキ目・内圧痕あり・不整面 灰 灰 灰 緻 密 良 〃

94 19 須恵器 一 一 一 一 一
外 タ タキ目に粕 あ り ・内 ヨコナデ 灰 白 灰 灰 4mmの 小石含 良 No.37陶 器かも知れない

95 灰粕陶器 一 『 一 一 一 ロクロ・内面僅かに灰粕かかる 灰 白 灰 白 灰 白 緻 密 堅 緻 〃

96 19 陶 器 灯明皿
一 9.8) 一 一 内 ロクロ ・外回転 ヘ ラけず り ・内、外面 口縁 に粕 貫入 灰 茶 浅 黄 灰 白 緻 密 堅 緻 No.41

16 99 19 須恵器 甕 一 一 一 一
1外タタキ目 ・内ナデ ・内面にモミ状圧痕あり 暗青灰 青 灰 灰赤 と灰 緻 密 良 No.49

101 19 須恵器 一 一 一 一 『 外 タ タキ 目 ・内 ヨ コナデ 灰 灰 灰 緻 密 良 Na57

102 19 陶 器 一 底 一 3.0 一 ロクロ・底渦文粕あり・外底近 く粕なし・糸切底 赤 褐 暗赤褐 黒 白色微粒含 堅 緻 Na58江 戸末頃か

103 16 須恵器 一 頸 一 一 一 灰 白 灰 白 灰 白 小白粒含 緻密 稽良 Na61

104 須恵器 『 一 『 『 一
外タタキ目 灰 白 灰 白 灰 白 小白粒含 良 Na63須 恵というより梢軽い感じ

105 須恵器 底 } 7.7 一 外回転ヘラけず り・内ロクロ・底回転ヘラけず り 灰 灰 灰 紫 小粒含 緻密 稽良 No.64

106 灰粕陶器 杯 底 一 (6.3) 一
外回転ヘラけず り・内灰粕斑点状につく・つけ高台 ウス茶灰 ウス茶灰 ウス茶灰 緻 密 堅 緻 No.65

107 須恵器 圷 底 『
(8.9) 『 底 ロクロ ・内 ロク ロ ・高 台外側 そ り上 り 青 灰 青 灰 灰 赤 緻 密 良 〃

108 16 須恵器 一 一 一 一 一 外回転ヘラけず り・内ナデ ・器形は杯蓋か瓶の頂部で
はないか 緑 灰 緑 灰 緑 灰 緻 密 良 〃

109 須恵器 長頸瓶 口縁 4.7) 一 一
外 ロクロ ・内 ロク ロ 黒 灰 灰 灰 緻 密 良 Nα68

110 陶 器 碗 底 『 (5.6) 『 内外面粕貫入あ り・底内部ロクロ オリーブ灰 灰 白 灰 白 緻 密 堅 緻 〃
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111 陶 器 皿 底 一
(4.4)

『
内外ロクロナデ・底回転ヘラ切 り・内面粕 灰 白 浅 黄 灰 白 緻 密 堅 緻 No.68

112 陶 器 一 一 一 一 一 ロクP・ 外斑点状 に粕 あ り ・内 ヨ コナ デあ と ・タテに

もなでて いる
黒 紫 灰 赤 暗 灰 緻 密 堅 緻 〃

114 灰粕陶器 杯 底 一 <7.z) 『 ロク ロ ・糸切底 ・つけ高 台 にぶい黄澄 浅黄澄 にぶい黄澄 緻 密 堅 緻 No70

115 須恵器 丈不 底 一 (10.2) 一 ロク ロ ・つけ高台 灰 灰 灰 緻 密 良 〃

116 灰粕陶器 杯 底 一 C8.9) 一 ロク ロなで ・つ け高台 灰 白 灰 白 灰 白 緻 密 堅 緻 No.71

117 19 須恵器 一 『 一 『 一
外 タ タキ目 ・ロク ロ 褐 灰 灰 褐 灰 褐 緻 密 良 No.72

118 須恵器 一 『 一 『 一 外 タ タキ目 ・内 ナデ 緑 茶 黒ウス ネズ ミ 緻 密 良 〃

119 19 須恵器 一 『 一 『 一
外 タ タキ目 ヨコナデのあ と ・内 ヨコナ デのあ と 灰 白 灰 白 灰 白 小石含 良 石ハゼあり 良 〃

120 須恵器 一 『 一 一 一 外タタキ目・内圧痕あり 灰 赤 灰 赤 にぶい赤褐 緻 密 良 〃

121 須恵器 一 一 一 『 一 外タタキ目・内圧痕あり 黒 ネ ズ ミ 黒 灰 緻 密 良 〃

17 122 土師質土器 f不 底 一 『 一 ロクロ・糸切底 ・土師質であるが、かたい感じ にぶい褐 にぶい褐 にぶい褐 緻 密 堅 緻 〃

123 灰粕陶器 杯 底 一 『 一 底回転ヘラキリ・つけ高台 ・内面粕斑点状につく 灰 白 灰 白 灰 白 緻 密 堅 緻 〃

124 21 灰粕陶器 杯 底 一 (6.2) 一 回転ヘラけずり・糸切底 ・つけ高台 ・内 ロクロ
重ねやきあとあり

灰 白 灰 白 灰 白 緻 密 堅 緻 〃

125 灰粕陶器 圷 口縁 一 『 一 外回転ヘラけずり・内ロクロ・粕内面及外面上部 灰 白 灰 白 灰 白 緻:密 堅 緻: 〃 粕色灰白(稽 オリーブがか
る)

126 灰粕陶器 一 『 一 『 一 外回転ヘラけずり・内屈曲つよし 灰 ナ リー ブ 灰 白 灰 白 緻 密 堅 緻 〃 瓶らしい

127 19 灰粕陶器 甕? 底 一 (11.4) 一 一部ヘラけず り・内ロクロ・内面中心部灰粕あり・底

部にモ ミ状圧痕文あり
灰 黄 灰 白 灰 白 緻 密 堅 緻 〃

128 土師質土器 内耳鍋? 『 一 一 一 底部にモ ミ状圧痕あり にぶい赤褐 にぶい赤褐 にぶい赤褐 良 良 〃

129 土師質土器 杯? 口縁 (22.5) 『 一 外 マキア ゲ ・ロクロ ・内 ロク ロ にぶい褐 にぶい澄 にぶい榿 良 良 〃

130 19 陶 器 播鉢 底部付近 (16.0) 『 一
けず りロク ロ ・目は7本 単位 ・巾1.5cm・ 目は粗 い にぶい黄榿 にぶい燈 にぶい澄 小白粒含 良 〃

18 131 21 灰粕陶器 小瓶 頸部以下 一
(6.0) 一 回転ヘラけず り・糸切底 灰 白 灰 白 灰 白 緻 密 堅 緻 Na78

19 134 須恵器 杯 口縁 (13.0) 『 一 ロク ロ 青 灰 青 灰 灰 白 小白粒含 良 良 大村分布Na3
135 須恵器 杯 口縁 (12.6) 一 一 ロクロ 青 灰 青 灰 にぶい赤灰 良 良 〃

136 須恵器 杯 口縁 (14.4) { 一 ロク ロ 青 黒 灰 白 灰 白 緻 密 良 〃

137 須恵器 杯 口縁 (15.3) 『 一 ロクロ ウス青灰 ウス青灰 灰 白 良 良 〃

138 須恵器 圷 口縁 (16.3) 『 一 ロクロ 青 灰 青 灰 青 灰 良 良 〃

139 須恵器 杯 口縁 C18.2) { 一 ロクロ
青灰白 青灰白 .青灰 白 良 良 〃

140 須恵器 圷蓋 つまみ部 一 『 一
内 ・ク・ ・ヘ ラけず り ウス青灰 ウス青灰 ウス青灰 小白粒多シ 良 〃

141 須恵器 一 一 一 『 一 ロクロ 黒 灰 ウス茶灰 灰 白 良 良 〃

142 須恵器 圷蓋 端部 (17.5) 『 一 ロク ロ 濃青灰 濃青灰 にぶい赤灰 良 良 〃

143 須恵器 杯蓋 端部 (16.3) 『 一 ロク ロ 青 灰 青 灰 灰 白 良 良 〃
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144 須恵器 杯蓋 端部近く 010.1) 一 一 ロク ロ ウス赤茶 灰 白 ウス茶 良 稽 良 大村分布Na3

145 須恵器 壺 口縁 (14.0) } 一 ロク ロ ネ ズ ミ ネズ ミ ネズ ミ 良 良 !!

146 須恵器 一 一 } (6.7) 一 ロク ロ 青 灰 青 灰 青 灰 良 良 〃

147 須恵器 杯 底 一 C8.2) 一 ロク ロ 灰 白 ウス茶灰白 ウス茶灰白 良 良 〃

148 須恵器 f不 底 一 8.7) 一 ロク ロ ・糸切底 灰 白 灰 白 灰 白 小白粒含 良 良 〃

149 須恵器 杯 底 『 C7.6) 一 ロク ロ 青 灰 青 灰 にぶい青灰 小白粒 レキ含 良 〃

150 須恵器 杯 底 一 (10.8) 一 糸切底 ・つけ高台 ウス茶 白'・ ウス茶白 灰 白 良 良 〃

151 須恵器 杯 底 一
(11.7)

一 ロク ロ ・底ヘ ラけず り 青 灰 青 灰 青 灰 良 良 〃

152 須恵器 甕 底 一 8.3) 一 ロク ロ ・底ヘ ラけず り 青 灰 青 灰 青 灰 良 良 〃

153 須恵器 杯 底部近 く
一 一 一 ロ クロ 青 灰 青 灰 青 灰 良 良 〃

154 須恵器 甕 胴 一 一 一 ・ク ・ ・タ タキ月 濃青灰 濃青灰 濃青灰 良 良 〃

20 155 須恵器 頸 一 一 一 ロ クロ ・頸部つ け 青 灰 青 灰 青灰 ・にぶい赤灰 良 良 〃

156 灰粕質陶器 『 一 一 一 一 タタキ 目 ・内面 ナデ 灰 白 灰 白 灰 白 良 堅 緻 〃 須恵の生やけか
かるい

157 灰粕陶器 杯 口縁 (15.0) 一 一 ロク ロ 灰 白 灰白・ウス茶緑 灰 白 良 堅 緻 〃 内面粕

158 土師質土器 一 一 一 一 一 ロ クロ ウス茶 茶 茶 良 良 〃

159 ai 土師質土器 f不 底部近 く 一 (9.r) 一 ロ クロ ウス茶 ウス茶 ウス茶 良 良 〃

160 縄 文 胴 一 一 一 沈線文 黄 褐 黄 褐 黄 褐 小石含 良 大村分布Na1

161 縄 文 胴 一 一 一 沈線文 ・隆帯 茶 茶 茶 良 良 〃

162 縄 文 胴 一 一 一 すりけし縄文 茶 褐 茶 褐 茶 褐 小礫含 良 〃

163 須恵器 杯 底 一 (6.7) 一 ロクロ ・糸切底 青 灰 青 灰 青 灰 良 堅 緻 //

164 須恵器 杯 底 一 9.0) 一 ロクロ ・糸切底 灰 灰 灰 白 , 良 堅 緻 〃

165 須恵器 杯 底近 く 一 一 一 ロクロ 灰 白 灰 にぶい赤灰 良 堅 緻 〃

166 須恵器 杯 底近 く 『 一 一 外ヘ ラけず り ・内aク ロ 灰 白 灰 白 灰 白 良 堅 緻 〃

167 須恵器 一 一 一 ロクロ ・タタキ 目 黒ネズ 濃青灰 赤 灰 良 堅 緻 大村分布Na2

168 須恵器 杯 底 一 (6.5) 一 底ヘ ラ切 り ・内 ロクロ 灰 白 灰 白 ウス灰茶 良 堅 緻 〃

169 須恵器 杯 底 一 C8.3) 一 ロクロ ・糸切 底 青 灰 青 灰 濃青灰 良 堅 緻: 〃

170 須恵器 杯 口縁 (12.3) 一 一 ロクロ ウス茶 ウス茶 ウス茶 良 良 〃 生やけか

171 須恵器 杯 口縁 (14.3) 『 一 ロクロ 青 灰 青 灰 濃青灰 良 良 〃

172 須恵器 杯 (15.5) 一 一 ロクロ 灰 茶 青 灰 青 灰 良 良 〃

173 須恵器 杯 口縁 (14.3) 一 一 ロクロ 青 灰 青 灰 灰 白 良 良 〃

174 須恵器 一 一 一 『 一
けず り・内面 ロク ロ 灰 白 灰 白 灰 白 良 良 〃 横瓶などのふさいだ部分か
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175 須恵器 圷 底 一
(8.4)

一 ロク ロ ・つけ高 台 灰 白 灰 白 灰 白 良 良 大村分布Na2

176 須恵器 圷 底 一 (10.0) 一 ロク ロ 濃青灰 ウス青灰 青 灰 良 良 〃

21 177 須恵器 杯蓋 端部 (15.7) 一 一 ロ クロ ウス青灰白 青 灰 青 灰 良 良 〃

178 須恵器 杯蓋 端部 (17.7) 一 一 ロク ロ ウス茶白 灰 白 灰 白 良 良 〃 生やけか

179 灰粕陶器 一 一 『 一 一 ロクロ ・梢器面 あれ 灰 白 灰 白 灰 白 良 堅 緻 〃

180 須恵器 一 頸 『 一 一 ロクロ 黒 灰 黒 灰 黒 灰 良 良 〃

181 須恵器 一 口縁 (37.0) 一 一 ロクロ 青 灰 青 灰 灰 赤 良 良 〃

182 土師質土器 一 底部近 く 『 (18.4) 一 Rク ロ ウス茶白 茶 白 茶 白 良 小白粒含 良 〃 梢かた 目のもの

183 灰粕陶器 杯 口縁 (10.8) 一 一 ロクロ 灰 白 ウス黄緑 灰 白 良 堅 緻 〃

184 灰粕陶器 一 底 『 9.3) 一 内面 ロク ロ ・底 ヘ ラ切 り 灰 白 灰 白 灰 白 良 堅 緻 〃

185 土師器 高圷 杯 『 (3.1) 一 ロクロ 茶 茶 茶 良 良 〃

186 陶 器 f不 底 『 C3.8) 一 ウス緑茶黒 ウス緑茶黒 灰 白 良 堅 緻 〃 内外面粕 貫入あり

187 陶 器 灯明皿 口縁 C9.5) 『 一 ロクロ ウス茶白 ウス緑乳白 ウス茶白 良 堅 緻 〃 粕内面 と外面端部にあり

188 須恵器 一 底 『
C9.4)

一 ロクロ ・糸切底 青 灰 青 灰 青 灰 良 良 大村分布Na3.4

189 灰粕陶器 杯 底 一 C8.5) 一 ロクロ ・つけ高 台 灰 白 灰 白 灰 白 良 堅 緻 〃

190 須恵器 杯蓋 端 (15.8) 『 一 ロクロ 灰 白 灰 白 灰 白 良 良 〃

191 須恵器 長頸瓶 頸 『 『 一 ロクロ ・内面 しぼ り痕 あ り 青 白 灰 白 ウス灰赤 良 良 〃

192 須恵器 一
肩 『 一 一 ロクロ 青 灰 青 白 にぶい赤灰 良 良 〃

193 須恵器 一 一 『 『 一
外面タタキ目・内面ナデ ウス青灰 ウス青灰 灰 白 良 良 〃

194 須恵器 甕 胴 『 { 一 タ タキ 目 ・ナデ 灰 白 灰 白 灰 白 良 良 〃

195 須恵器 甕 胴 『 一 『 タ タキ 目 青 灰 灰 白 灰 白 良 良 〃

196 須恵器 甕? 頸 『 一 『 灰ネズ 灰 白 灰 白 良 良 〃 沈線と波状文

22 197 須恵器 杯 口縁 (12.6) 『 『 ロクロ 青 灰 灰 白 灰 白 良 良 大村分布No.6

198 須恵器 杯 底 『 (10.3) 一 ロクロ ・糸tJ]底 青 灰 青 灰 青 灰 良 良 〃

199 須恵器 瓶 一 一 一 ■ 『 青 灰 青 灰 赤 灰 良 良 〃 瓶の蓋としてつけた部分

200 土師器 甕 底 『 (10.4) 『 ナデ 茶 褐 茶 褐 茶 褐 良 良 〃 無文

201 須恵器 杯蓋 端 (13.4) 『 『 ヘ ラけず り ・内面 ロク ロ 青 灰 青 灰 青 灰 良 良 〃

202 須恵器 杯蓋 端 (14.1) 『 一 ロクロ 青 灰 青 灰 灰 白 良 良 〃

203 土師質土器 一 底 } (9.1) 一 ロクロ 黄 茶 黄 茶 黄 茶 良 良 〃

204 陶 器 小形甕 底 『
(16.4) 一 ・ク・ ・庭けず り 黄 茶 茶 黄 赤 茶 良 堅 緻 〃

205 陶 器 こね鉢 口縁 (19.0) 『 『
黄 白 黄 白 灰 白 良 堅 緻 〃 両面粕
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206 陶 器 茶碗 底 一 (4.5) 一 ロク ロ ウス緑 ウス緑 灰 白 良 堅 緻 大村分布No.6両 面ウス緑粕貫入底
内部鉄粕

ao7 21 土師器 甕 口縁 (23.4) 一 一 ロク ロ ・内面上部 ハ ケ目 ウス茶 茶 榿 茶 良 良 〃

aos 21 土師器 甕 胴下 一 一 一 外面タテハケ目・内面まきあげか調整不良凹凸あり 茶 燈 こげ茶 茶 良 良 〃

209 21 土師器 甕 底 一 (9.9) 一
底部外面厚 くもり上がる・内面強い圧痕あり 黒 茶 茶 褐 茶 褐 良 良 〃

23 210 須恵器 圷 底 一 C8.3) 一 ロク ロ ・糸切 青 灰 青 灰 青 灰 良 良 〃

211 須恵器 杯 底 一
C7.4)

一 ロク ロ ・糸 切 ウス青灰 ウス青灰 ウス青灰 良 良 〃

212 須恵器 ‡不蓋 1/4 15.0 『 3.0 外 ヘ ラけず り ・内 ロクロ 青 灰 青 灰 紫青灰 良 小レキ 良 〃 端部及内面外側灰白色

213 須恵器 甕? 底 一
(8.3)

一 ロク ロ 灰 白 灰 白 灰 白 良 白色粒含 良 〃

214 須恵器 一 一 『 一 一 タタキ目同心円文 暗 灰 暗 灰 灰 赤 良 小白粒含 良 〃

215 須恵器 圷蓋 一
(16.7) 一 一 外 ヘ ラけず り ・内 ロクロ 青 灰 青 灰 青 灰 良 良 〃 外面端部灰黒色

216 須恵器 短頸壺 頸 (11.7) 一 }

青灰 ・灰白 青灰 ・灰白 灰 白 良 梢やわらか器面あれ 〃

217 灰粕陶器 底 一 (11.4) 一 内 ロクロ ・底ヘ ラ切 り ・つけ高 台 灰 白 灰 白 灰 白 良 小粒含 堅緻 〃

218 須恵器 一 底 一 (12.6) 一 内 、外 ロク ロナデ 灰白一部青黒 灰 灰 赤 良 良 〃

219 須恵器 一 『 一 一 ロク ロ 灰 白 灰 白 灰 赤 良 良 〃

ago 須恵器 一 一 一 ロク ロ 灰 白 灰 白 灰 赤 良 良 /1

221 須恵器 甕 胴 一 一 一 タタキ 目 ・内面 ナデ 灰 白 灰 白 灰 赤 良 良 〃

222 須恵器 甕 一 一 一 一 タタキ目・内面ヨコナデ・外面薄茶色の粕ハケ 灰 白 灰 白 灰 白 良 良 〃

223 陶 器 一 一 一 一 『 まき上げロクロ・粕濃くかかる ラぐいす色 うぐいす色 赤茶ねずみ 良 堅 緻 〃

224 土師質土器 椀 口縁 (12.7)
一 一 ロク ロ 白 茶 白 茶 白 茶 良 良 〃

225 陶 器 小鉢 口縁 012.8) 一 一 ロク ロ にぶい褐 にぶい褐 にぶい燈 良 堅 緻 〃
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1 17 14 2住 打製石斧 10.6 5.1 1.4 82.2 粘板岩

2 33 ミ ゾNo.1 石 錺i 1.9 1.6 0.3 o.sl 黒曜石

5 65 17 58-No.1地 点 凹 石 5.3 5.6 1.8 64.7 安山岩 惣社地区表採遺物

// 66 18 〃No.2〃 打製石斧 10.0 6.8 1.6 127.0 緑色凝灰岩 //

// 70 17 〃No .6〃 凹 石 18.0 19.3 9.2 4100.0 安山岩 //

6 74 18 〃No .13〃 打製石斧 11.0 5.5 2.2 122.9 粘板岩 //

// 76 18 〃No .15〃 // (4.6) 4.5 1.5 (42.1) 砂質粘板岩 //

// 77 18 〃No25〃 // 13.7 6.1 4.0 410.0 粘板岩 //

7 86 18 〃No.30〃 // C8.0) 3.6 2.3 108.3 // //

ii 93 18 〃No36〃 // C7.4) 6.3 2.2 109.7) 粘板岩 ・砂岩 //

// 97 18 〃No.45〃 凹 石 6.7 7.8 4.3 263.5 砂 岩 //

8 98 17 iiiiii // 9.5 10.4 7.0 850.0 // //

// 113 18 〃No.69〃 打製石斧 (6.0) 6.4 1.8 (67.1) 緑色凝灰岩 //

9 131 18 〃No .72〃 // 11.3 7.6 1.8 224.1 石墨板岩 ii

// 132 20 ////// 凹 石 11.3 11.4 8.4 1190.0 安山岩 //

10 133 20 〃No .76〃 ii 16.3 14.? 5.9 1620.0 砂 岩 ii

ii 134 20 ////// // 10.5 14.0 4.5 655.0 // //

57-No.6〃 打製石斧 C9.8) 5.0 1.9 141.5) 粘板岩 大村地区表採遺物

// // (5.9) 5.4 2.3 083.7) // ii

表5鉄 製品一覧表
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1 18 14 2住No.8 釘状製品 4.0 1.6 1.4 8.3

// 19 14 2住No.2 刀 子 9.4 2.3 0.6 26.1

2 34 14 ミゾ1 釘状製品 2.9 1.2 0.9 5.2

// 35 14 // // 3.7 0.6 0.6 2.9

// 36 14 // // 2.3 0.7 0.5 2.1

4 64 14 検出面 刀子状製品 11.3 3.2 0.6 49.9

8 100 21 No.49地 点 古 銭 銭名不明 惣社地区表採

一64一
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桑園近景

発掘状況

表土はぎ

発掘状況

i
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発掘状況

第2号 住居f1

溝状遺構

(西より)

溝状遺構他

(南より)
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発掘状況

発掘状況

現地指導
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第1号 住 居 到

(東よ り)

同 ピッ ト
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第2号 住居趾

(西より)

同遺物出土状況

溝状遺構

遺物出土状況
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溝状遺構

溝状遺構

掘り上げ状況

溝状遺構

東端部
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iピ ッ ト群

3

礫群

(東よ り)

礫 群

(西よ り)
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礫群

東寄り部分

溝状遺構確認

グリット

(南西屈曲部)

発掘地区

掘り上げ全景(1)
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発掘地区

掘り上げ全景

(北より)

埋め戻し作業

調査参加者
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No.77

No22

No25
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No36

Noo38

No.56
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分布 調査 地

No.30

発掘地点より

東南の伊和神社

(遠方の森)を望む

一76一
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出土 遺物(1)

43・20

1・22・11・3

12.23

2
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出土 遺物(3)

57
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15.25.26

49.13

4816
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分布 調査

表採 遺物(1)

81

79

(表面)

79

(裏面)

90・103・108
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分布調 査

表採 遺 物(2)

s5

70

98
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分布 調査

表採 遺物(3>

66.77.74.76

97

86.93.113.131
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分布 調 査

表 採 遺物(4)

102.71

96・130

$0.92.99.101

119・117・94

127

(右、拡 大 図穀 粒痕
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分 布調 査

表 採遺 物(5)

132

133

134
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分 布調 査

表採 遺物(6)

209・208・207

131・ioO

159・124

6772
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軒丸瓦

大村堂田出土

木鼻

大村堂田出土
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